
遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-420号
住  居  址

第 284図 -51

製
玉
　
生

土
勾
　
弥

横径  1.1
縦径  2.8
重さ  5g

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR4/2灰褐

０

　

０

B-421号
住 居  址

第 285図 -1

蓋
　
　
姓

孤み径
残高 3.8
裾径 6.1
孤み部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/3に 川1お置 5YR6/8申豊

(内)5YR5/4に ぶい赤褐

で

　

で

撫

　

撫

０

　

０

B-421号
住 居  址

第 285図 -2

椰
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  3.6
裾径
接部裾部調

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

体部大きく広がる ④
　
④ 丁寧な撫で,磨き

B-421号
住 居 址

第 285図 -3

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  4.7
裾径  8.4
接合部1部

一部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

脚部接合部より大きく開く 0)横撫で

0)横撫で
外面赤色塗彩

B-421号
住 居 址

第 285図 -4

甕
　
　
姓

口径 17.3
残高  6.7
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR3/1黒褐

0)5YR3/1黒 褐 4/1褐灰

口縁部外反し回唇部は僅かに
内傾する

波状文を施す

B-421号
住  居  址

第 285図 -5

甕
　
　
姓

口径
残高  3.8
底径  6.2
底部のみ

胎 ;礫、自色砂粒含む
焼 ;J自吸子
色;0)5YR5/6明赤褐

(内)5YR5/6明赤褐

平底 (1)1窒肖1り

0)箆肖1り

B-421号
住 居 址

第 285図 -6

甕
　
　
姓

口径

残高  2.7
底径  8.6
底部のみ

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/8明 褐

0)7.5YR6/2灰 褐

平底 0)箆肖1り

0)撫で

B-421号
住 居 址

第 285図 -7

鉢
　
　
姓

口径 17.8
残高 10.0
底径
ロヨ部から体部1/4

胎

焼
色

礫、粗砂粒含む
朗
0)5YR5/4に ぶい赤褐
0)5YR5/4に 出嗜褐 10R4/4赤褐

体部直線的に開き、日縁部は
内弯する

0)撫で、箆磨き

0)横撫で、箆磨き
外内面赤色塗彩

B-421号
住  居 址

第 285図 -8

鉢
　
　
姓

口径 14.0
器高  6.7
底径  4.7
日最部から底部1/4

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/6橙

平底より直線的に立ち上がり
口縁部で内弯する

0)撫で、饉磨き

0)横撫で、箆磨き
外内面赤色塗彩

B-422号
住 居 址

第 286図 -1

蓋
　
　
姓

孤み径
残高 3.5
裾径 4.2
孤み部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR7/4淡 赤橙

0)2.5YR5/3に ぶい赤褐

０

　

０

B-422号
住  居  址

第 286図 -2

蓋
　
　
姓

孤み径
残高  2.9
裾径  5.4
孤み部1/3

胎 ;粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR2/1赤 黒

0)2.5YR5/8明 赤褐

付高台 ０

　

０

B-422号
住 居  址

第 286図 -3

不

　
　
生

高
　
　
弥

回径 24.0
残高  8.0
裾径
外部1/2

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/8赤

0)10R4/6赤

不部に稜を経て外反して回縁
部に至る
日唇部に4ヵ 所山形突起を有
する

0)藍翌督き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

B-422号
住  居  址

第 286図 -4

甕
　
　
姓

口径 15.4
器高 16.2
底径  5.6
ほぼ耕

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/8橙

0)5YR6/3に ぶい橙

平底より立ち上がり、張りの
ない胴部より緩く外反する日

縁部に至る

0)頸部に2連止めの簾状
文を施した後波状文を施
す 上から下へ施文する

0)鯛 き

B-422号
住  居 址

第 286図 -5

甕
　
　
姓

口径 11.5
残高 5.5
底径
口縁部1/3

胎
焼

色

雲母、粗砂粒多量に含む
朗
0)5YR7/4に ぶい橙
0)7.5YR7/4に ぶい橙

口縁部は緩く外反する 0)簾状文を施した後波状
文を施す
上から下へ施文する

0)横位の箆磨き
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法 量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

B-422号
住 居 址

第 286図 -6

甕
　
　
姓

口径 14.0
残高 7.0
底径
口撮部1/3胴部一部

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

0)10R5/4赤 褐

張りのある胴部より「 くの

字」状に外反する日縁に至る

０

　

０

B-422号
住  居 址

第 286図 -7

甕

姓

口径 14.0
残高  7.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/8橙

0)5YR6/8橙

口縁部は外反する ０

　

０

波状文を施す

B-422号
住  居 址

第 286図 -8

喪
　
　
姓

口径 14.0
残高  7.0
底径
回縁部一部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/4に ぶい橙

0)2.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は外反する 0)3連止めの簾状文の後
波状文を施す

0)

B-422号
住  居 址

第 286図 -9

喪
　
　
姓

口径
残高  3.5
底径  6.4
底部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/4に ぶい橙

0)2.5YR7/4淡 赤澄

平底 0)

0)撫で

B-422号
住 居 址

第 286図 -10

喪
　
　
姓

口径
残高  3.3
底径  6.0
底部のみ

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR2/1黒褐

0)2.5YR2/1赤 黒

平底 ０

　

０

B-422号
住  居 址

第 286図 ―H

甕
　
　
姓

口径
残高 2.9
底径 5.0
底部1/2

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10R6/8赤褐

0)10R6/4に ぶい赤橙

平底 ０

　

０

B-422号
住  居 址

第 286図 -12

甕
　
　
姓

口径
残高 2.0
底径 6.6
底部のみ

胎

焼
色

雲母、粗砂粒多量に含む
朗
0)10R4/4赤 褐
0)10R6/6赤 褐

平底 0)

(内 )掻翌督き

B-422号
住 居 址

第 286図 -13

士里　
　
姓

口径 30.2
残高 26.5
底径
口縁頸部■

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR3/6暗 赤

(内 )7.5YR3/6暗 赤

口縁部大きく朝顔状に開く 0)頸部にT字文を施すG
位の働損直線文を施して2本11の顔位の直線文
綱部を助討る)(内)箆磨き

外内面赤色塗彩

B-422号
住  居 址

第 286図 -14 弥生

口径 29.1
残高 22.5
底径
口縁部2/3

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )5YR6/6橙

回縁部は大きく外反して開く ＞

す

＞

０

　

０

頸部に櫛描直線文を施

B-422号
住 居 址

第 286図 -15

士里
　
　
　
姓

口径 33.2
残高  3.0
底径
口縁部1/2

胎
焼

色

礫、粗砂粒多量に含む
良好
G)5YR6/4に ぶい橙
0)5YR6/4に ぶい橙

口縁部は外反する 0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-422号
住 居 址

第 286図 -16

鉢
　
　
姓

口径 22.0
残高  8.5
底径

暉1/鉢部一部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;m7‐
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR5/6明 赤褐

直線的に開いてそのまま回縁
に至る

０

　

０ 横位の撫での後箆磨き

A-425号
住  居  址

第 287図 71

高不

弥生

口径 24.0
残高  4.8
裾径
口縁部一部

胎
焼

色

雲母、粗砂粒多量に含む

朗
0)10YR7/4に ぶい黄橙
0)10YR7/3に ぶい黄橙

不部は稜を経て外反する日縁
部に至る

0)箆磨き

0)箆磨き
外面赤色塗彩

A-425号
住  居 址

第 287図 -2

高椰

姓

口径
残高  2.2
裾径 H.0
裾部3/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/6赤

0)5YR6/6橙

0)横撫で、箆磨き

0)横撫で
外面赤色塗彩

A-425号
住  居 址

第 287図 -3

甕
　
　
姓

口径 15.0
残高 6.8
底径
回縁部1/2

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
0)2.5YR5/6明 赤褐
0)5YR5/4に ぶい赤褐

口縁部は緩く外反する ０

　

０

波状文を施す
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遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-425号
住 居 址

第 287図 -4

甕
　
　
姓

口径 14.0
残高 5.0
底径
口縁部1/6

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内)5YR6/6橙

口縁部は緩く外反する ０

　

０

簾状文と波状文を施す

撫で

B-425号
住 居 址

第 287図 -5

甕
　
　
姓

口径 11.4
残高 3.3
底径
回縁部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

口縁部は外反する ０

　

０

波状文を施す

撫で

B-425号
住  居 址

第 287図 -6

甕
　
　
姓

口径
残高 9.8
底径
胴部■1/3

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6赤褐

0)5YR5/6明 赤褐

丸みを帯びた胴部 ０

　

０

波状文と簾状文を施す

B-425号
住 居 址

第 287図 -7

喪
　
　
姓

口径 25.4
残高 3.8
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;m7・
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR4/2灰 褐

口縁部は外反する G)波状文を施す

0)

B-425号
住  居  址

第 287図 -8

甕
　
　
姓

口径 13.0
残高  5.2
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
良好
0)7.5YR7/4に ぶい橙
(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

口縁部は外反する ０

　

０

波状文を施す

B-425号
住  居  址

第 287図 -9

甕
　
　
姓

口径 14.4
残高  5.6
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗

0)7.5YR7/4に ぶい橙
0)7.5YR7/6橙

口縁部は外反する 0)簾状文の後に波状文を
施す

0)撫で

B-425号
住  居  址

第 287図 -10

饗
　
　
鰤

口径

残高  2.0
底径  7.0
底部1/2

胎
焼

色

雲母、粗砂粒含む
DT・

0)7.5YR7/8黄 橙
0)7.5YR7/6橙

平底 ０

　

０

B-425号
住 居 址

第 287図 ―H

饗
　
　
鰤

回径
残高 2.6
底径 5.4
底部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR6/6橙

平底 0)箆削り

0)

B-425号
住 居  址

第 287図 -12

甕
　
　
鰤

口径

残高  3.8
底径  5,0
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR4/4褐

0)7.5YR5/4に ぶい褐

平底 0)箆肖1り 、箆磨き

0)箆肖1り

B-425号
住 居 址

第 287図 -13

士駆　
　
姓

口径 24.0
残高 8.4
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/3にぶい黄橙

0)2.5Y6/3に ぶい黄

外傾する頸部は日縁部で外反
する

０

　

０

縦位の箆磨き

B-425号
住  居  址

第 287図 -14

士里　
　
鰤

口径 13.6
残高  2.7
底径
口縁部1/3

胎 ;租砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3に ぶい褐

0)7.5YR5/4に ぶい褐

口縁部は外反する 0)

0)
外内面赤色塗彩

B-425号
住 居  址

第 287図 -15

鉢
　
　
姓

口径 23.0
器高  8.9
底径  6.1
口

'部

から[部1/4

胎 ;0.2の礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

0)5YR6/4に ぶい橙

平底から立ち上がり体部は内
弯して開き口縁部は僅かに内
傾する

0)日縁部横撫で、箆磨き

0)日縁部横撫で
外内面赤色塗彩

B-425号
住 居 址

第 287図 -16

鉢
　
　
獅

口径 11.2
器高 H.4
底径  6.0
口:部 1/3か らE部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)7.5YR6/6橙

平底より立ち上がり緩やかに

肩の張った胴部よりそのまま
内弯する日縁部に至る

０

　

０

箆肖!り

箆肖1り

B-425号
住 居  址

第 287図 -17

一一
ユ
　

師

ミ
チ

ア
土

口径
残高 2.2
底径 2.4
胴部1/2か ら屁部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR6/6橙

0)5YR5/6明 赤褐

平底から直線的に立ち上がる 0)箆削り

(内 )
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-426号
住  居  址

第 288図 -1

蓋
　
　
姓

狐み径 5.2

残高  2.9
裾径

孤み部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 褐

(内)2.5YR3/6暗赤褐

(外 )

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-426号
住 居  址

第 288図 -2

不

　

　

生

音同
　

　

弥

口径 25.7
残高 4.5
裾径
不部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/4に ぶい橙

(外 )

0)刷毛調整の後箆磨き
外内面赤色塗彩

B-426号
住 居  址

第 288図 -3

杯

　
　
生

一呂
　
　

弥

口径 20.2
残高  8.6
裾径
口縁部一部

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR6/6橙

直線的に開く不部より外反す
る口縁に至る

0)縦位の箆磨き

(内 )

外内面赤色塗彩

B-426号
住 居  址

第 288図 -4

郎
　
　
生

高

　
　
弥

口径 23.8
残高  5.2
裾径
杯部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)2.5YR6/6橙

0)5YR7/4に ぶい橙

丸みのある不部より強く屈曲
して開く口縁部に至る

0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-426号
住 居  址

第 288図 -5

杯
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  4.3
裾径

接合部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR5/4に ぶい赤褐

脚部に4つの三角形の透かし
を有する

0)横撫で

(内 )

不部内面脚部外面赤色塗彩

B-426号
住 居  址

第 288図 -6

杯

　
　
生

一品
　
　
弥

口径
残高  6.3
裾径

接合部のみ

胎 ;0.2の 礫、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;G)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙 ～5YR3/4暗赤褐

(外 )

(内 )

外面赤色塗彩

B-426号
住 居  址

第 288図 -7

不

　
　
生

一呂
　
　
弥

口径

残高  5.3
裾径
接合部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )5YR6/4に ぶい橙

0)縦位の撫で

(内 )

B-426号
住 居  址

第 288図 -8

杯
　
　
生

音同
　
　
弥

口径
残高  4.0
裾径

接合部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/8橙

(内 )2.5YR6/8橙

(外 )

0)縦位の撫で

B-426号
住 居  址

第 288図 -9

饗
　
　
姓

口径 22.1
器高 32.7
底径 7.7
2/3

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 :良好
色 ;0)5YR5/2灰褐～5/6明赤褐

0)5YR5/3に ぶい赤褐

平底より立ち上がり緩やかに

肩の張った胴部より外反する
日縁に至る

0)波状文と簾状文を施す

0)撫で

B-426号
住 居  址

第 288図 -10

甕
　
　
姓

口径 H.0
器高  9.2
底径  4.6
ほぼ完形

胎 ;礫、石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR3/4暗 褐

0)5YR4/2灰褐

胴部は肩でやや張リロ縁部は
大きく外反する

0)波状文と簾状文を施す

0)箆磨き

B-426号
住 居  址

第 288図 -11

甕
　
　
姓

口径 11.4
残高 13.0
底径
日縁1/31部 1/5

胎 ;0.3の 礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR5/4に‖嘴樹2.5Y5/1黄灰

0)10YR4/6褐

口縁部は外反し胴部上位が張
る

0)波状文と簾状文を施す

0)箆削り、撫で

B-426号
住 居  址

第 288図 -12

甕
　
　
姓

口径 14.8
残高 10.0
底径
口縁部1/3

胎 ;0.2の 礫、石英含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR6/6橙

丸みのある胴部より口縁は外
反する

G)頸部に簾状文を施した

後波状文を施す
0)横位の箆削り

B-426号
住 居  址

第 288図 -13

饗
　
　
姓

口径  7.0
残高  6.0
底径
口縁1/4胴部1/4

胎 ;石英多量、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6嚇 褐 5YR5/4に ‖味掲

(内 )5YR3/2略赤掲

張りのある胴部より緩く外反
する日縁部に至る

G)波状文を施す

0)撫で

B-426号
住  居  址

第 288図 -14

甕
　
　
姓

口径 14.8
残高 10。 7

底径
胴上位一部口量1/4

胎 ;0.2の 礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4に ぶい橙

0)7.5YR6/6橙

内弯気味の胴部より外傾する
日縁に至る

G)簾状文と波状文を施す

(内 )箆削り、撫で

第 136表 住居址出土遺物観察表 (84)

-414-



遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

B-426号
住 居  址

第 288図 -15

甕
　
　
姓

口径 14.4
残高  8.0
底径
口縁部4/5

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

良好
(外)2.5YR5/8明 赤褐
0)5YR6/8橙

張りのある胴部より口縁部は

外傾する
波状文を施す

B-426号
住 居  址

第 288図 -16

甕
　
　
姓

口径

残高 21.5
底径
日下位から‖部1/3

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

良好
(外)5YR4/4に ‖味掲～2.5YR4/1ホ灰
(内 )2.5YR4/1紙

口縁部は外反し胴部は球形を
呈する

波状文と簾状文を施す

撫で

B-426号
住 居  址

第 288図 -17

饗
　
　
姓

口径

残高  5,0
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
0)5YR3/1黒褐
(内 )5YR4/4にぶい赤褐

張りのある胴部より窄まって

頸部に移行する

０

　

０

波状文を施す

箆磨き

B-426号
住  居 址

第 288図 -18

喪
　
　
姓

口径  8.7
器高 14.6
底径  5.3
完形

胎 ;0.4の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好

0)5YR7/6橙～2.5Y5/2暗 灰黄
(内 )5YR7/6カ 饉

平底より立ち上がり胴部中位
に最大径を有して回縁部で緩

く外反する

0)胴部下位縦位の箆削り
胴部から頸部縦位の箆磨
き、日縁部横撫で

0)口縁部横位の箆磨き

B-426号
住 居 址

第 288図 -19

甕
　
　
姓

口径  9.4
残高  7.3
底径
曜1/硼部一部

胎

焼
色

石英、粗砂粒含む
良好
0)5YR7/6橙
0)5YR6/6橙

張りのない胴部より緩く外反
する日縁部に至る

頸部箆磨き

横撫で

B-426号
住 居 址

第 288図 -20

甕
　
　
姓

口径
残高  4.6
底径  6.3
胴部一部底郎2/3

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
良好
(外 )2.5YR7/6カ 註
(内 )5YR7/4に ぶい1登

平底

B-426号
住 居 址

第 288図 -21

喪
　
　
姓

口径

残高  3.7
底径  5.8
胴部一部から底部

胎 ;0.5の礫、粗砂粒含む

焼 ;良好

色 ;0)5YR6/4にぶい橙
(内)5YR7/4に 港ミい橙

平 底 0)胴部下位縦位の箆削り
の後撫で

(内 )

B-426号
住 居 址

第 288図 -22

士里　
　
姓

口径 29.2
残高  5.6
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む

朗
(外)5YR7/4に ぶい橙
(内 )2.5YR5/8明 赤褐

口縁部は朝顔状に開く 0)箆磨き

(内 )箆磨き
外内面赤色塗彩

B-426号
住  居 址

第 288図 -23

士望　
　
姓

口径 25.6
残高  3.0
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む

良好

G)2.5YR6/4に バミい1登

(内 )2.5YR6/4:こ おヾい1登

口唇部面取りを施す 0)横位の磨き

0)横位の撫で
外内面赤色塗彩

B-426号
住 居  址

第 288図 -24

士霊　
　
姓

口径
残高 19.5
底径
頸部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5R3/6暗赤

0)10R5/6赤

胴部はイチジク型を呈する 0)頸部にT字文を施す
(縦位の櫛描直線文が頸部
を9分割する)0)剥落

外面赤色塗彩

B二 426号
住 居  址

第 288図 -25

深鉢

弥生

口径 13.3
残高  7.1
底径
□縁部から‖部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

張りのある胴部より外反する
日縁に至る

0)頸部横撫で

0)横位の箆削りの後撫で
外内面赤色塗彩

B-426号
住 居  址

第 288図 -26

甑

弥生

口径
残高  6.7
底径  4.8
18-部からI部

粗砂粒含む
良好
0)5YR5/6明 赤褐5YR3/1黒 褐
0)5YR5/6明 赤褐5YR3/1黒 褐

胎
焼
色

底部に径2.l cmの孔 0)胴部下位縦位の箆削り
の後撫で

(内 )

B-427号
住  居  址

第 289図 -1

高不

弥生

口径
残高  6.3
裾径
不部下位

礫、粗砂粒多量に含む
良好
(1)7.5YR7/4に ぶい橙
(内 )7.5YR7/4に ぶミい1登

胎
焼
色

不部は緩やかな丸みを持って

開く
0)箆磨き

0)箆磨き
内面赤色塗彩

B-427号
住  居  址

第 289図 -2

喪
　
　
姓

口径 16.8
残高  1.7
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

(内)5YR6/4:こ お、い1登

口縁部は外反する

第 37表  住居址 出土遺物観察表 (85)
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遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

B-427号
住 居 址

第 289図 -3

甕
　
　
姓

口径 10.6
残高  1.8
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外 )7.5YR7/4に 遮ヾい1登

(内 )5YR7/4に おミい本登

口縁部は外反する ０

　

０

B-427号
住 居  址

第 289図 -4

甕
　
　
姓

口径

残高  2.4
底径  8.0
底部1/4

胎 ;0.2の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4に ぶい褐

(内 )7.5YR5/6明 褐

平底

B-427号
住 居  址

第 289図 -5

饗

弥生

口径
残高  1.8
底径  5.4
底部1/3

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR3/1黒 褐

平底

B-428号
住 居  址

第 290図 -1

高不

弥生

口径 26.7
残高  4.7
裾径
外部口縁部1/5

胎 :0.3の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

椰部は稜を経て日縁部で大き
く外反する

0)横撫で、箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-428号
住 居  址

第 290図 -2

椰

　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高 5.9
裾径
脚部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR6/6橙

0)5YR7/2明 褐灰

脚部はラッパ状を呈す (外 )饉霊書き
0)外部箆磨き、脚部撫で
箆削り

不部外内面赤色塗彩

B-428号
住 居  址

第 290図 -3

不

　
　
生

高
　
　
弥

回径
残高  4.8
裾径
脚部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

脚部はラッパ状を呈す 0)箆磨き

0)脚部横位の箆削り
脚部外、不部内面赤色塗彩

B-428号
住 居  址

第 290図 -4

ネ
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  8.0
裾径 17.8
脚部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

脚部はラッパ状に開き恐らく
3ケの三角形の透かしがある

0)縦位の磨き

0)横位の箆削り
外面赤色塗彩

B-428号
住 居  址

第 290図 -5

杯
　
　
生

音同
　
　
弥

口径

残高  4.0
裾径
接合部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

(内 )5YR5/8明赤褐

杯部は丸みを持って開く
脚部ラッパ状を呈す

0)箆磨き

0)箆磨き
不部外内脚部外面赤色塗彩

B-428号
住 居  址

第 290図 -6

不
　
　
生

音同
　
　
弥

口径
残高  4.1
裾径
脚部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR5/8明赤褐

0)5YR4/2灰 褐

B-428号
住 居  址

第 290図 -7

歯空
　
　
　

姓

径
高
径
形

口
器
底
完

18.3

35.1

8.2

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )5YR6/6お ヨ

平底より立ち上がり胴部下位
に緩い稜を有して球形に張っ
た胴部より大きく外反する日
縁部に至る

0)日

'部

尉毛調整、T7文を施すG位の僣書
直線文に2本 劇の直線文が頸部を4分割する)

(内 )尉毛調整、箆醐り
口縁部外内面赤色塗彩

B-428号
住 居  址

第 290図 …8

士亜　
　
姓

口径
残高 10.0
底径

胴部一部

礫、石英、雲母、粗砂粒含む
良好
0)2.5YR5/6明 赤褐
(内 )2.5YR6/6橙

胎
焼
色

胴部球形 0)箆磨き

(内 )2色肖Jり

外面赤色塗彩

B-428号
住 居 址

第 290図 -9

士霊
　

　

　

姓

口径
残高  5.7
底径  4.3
1部一部E13

胎 ;礫、石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底より立ち上がり開きを持
って胴部中位で緩く屈曲する

働)縦位の磨き

0)撫で
外面赤色塗彩

B-428号
住 居  址

第 290図 -10

士里　
　
姓

口径
残高  6.1
底径 12.1
底部のみ

胎 ;礫、石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR5/6明赤褐

0)5YR6/6橙

平底 0)縦位の箆磨き

0)横位の撫で、横位の箆
肖1り

B-428号
住 居 址

第 290図 ―H

一翌　
　
姓

口径
残高  2.7
底径  4.7
底部のみ

胎 ;礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/6赤 褐

0)5YR5/4に ぶい橙

平底より立ち上がり大きく開
いて胴部に移行する

第 138表  住居址出土遺物観察表 (86)
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遺構N0

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-428号
住 居  址

第 290図 -12

鉢
　
　
姓

口径 16.0
器高  6.5
底径  5.0
日縁1部一部底部

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

(内 )7.5YR7/6橙

平底より立ち上がり内弯気味
に開きながら口縁に至る

0)胴部下伸簡削りの後横
撫で、箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-428号
住  居  址

第 290図 -13

鉢
　
　
姓

径
高
径
形

口
器
底
完

胎 ;礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4にぶい橙

(内 )5YR7/4に ぶミいオ登

平底より立ち上がり緩く内弯
気味に開いて口縁部に至る

0)縦位の箆削り

0)撫で

B-428号
住 居  址

第 290図 -14

口
　
　

生

片
　
　
弥

口径 15.3
器高  6.5
底径  6.6
日縁部から底部1/3

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/8橙

0)5YR6/8橙  7/4に‖1橙

片口土器
平底より立ち上がり内弯気味
に開いて日縁部に至る 1ケ
所に片口を有す

0)箆磨き

0)箆磨き

外内面赤色塗彩

B-429号
住  居 址

第 291図 -1

蓋

弥生

孤み径

器高  2.2
裾径 16.4
3/4

粗砂粒含む
良好
(1)7.5YR4/6赤
(内 )7.5YR4/3に ぶい赤褐

胎

焼
色

天丼部より稜を有して屈曲し
て内弯する裾部に至る

0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-429号
住  居  址

第 291図 -2

蓋
　
　
姓

孤み径 3.6

残高  2.2
裾径
孤み部のみ

粗砂粒含む
良好
(1)2.5YR3/1暗 赤灰
(内 )2.5YR3/1暗赤灰

胎
焼
色

天丼部に1孔を穿つ (外 )

(内 )

B-429号
住 居  址

第 291図 -3

不
　
　
生

高
　
　
弥

径
高
径

部

口
残
裾
不

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/8赤

0)10R4/8赤

不部は接合部から丸みを持っ
て開き口縁部に至る 日唇部
は面取りを施す 日縁部に山

形突起を有する

0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-429号
住  居 址

第 291図 -4

謗
　
　
姓

口径 15.6
器高 14.5
裾径 17.3
ほぼ完形

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)10R4/8赤

0)10R4/8赤

不部は接合部から丸みをもっ

て立ち上がり口縁部は外反す
る 胴部は徐々に広がり裾部
は緩やかに広がる

(外)経露書き

0)箆磨き、脚部縦位の箆
削り、横位の撫で

不部外内面赤色塗彩

B-429号
住 居  址

第 291図 -5

甕
　
　
姓

口径 18.0
器高 19.4
底径  6.0
口縁‖部2/3邸

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)5YR5/6明赤褐

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

平底より胴部は内弯し口縁部
は緩く外反するる

0)簾状文と波状文を施す
上から下へ施文する

0)横位の撫で

B-429号
住 居 址

第 291図 -6

喪
　
　
姓

径

高
径

４

口
器
底
ν

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

稜を有して張る胴部より緩く
外反する口縁部に至る

0)2連止めの簾状文を施
した後波状文を施す

0)木口状工具による刷毛
目

B-429号
住 居  址

第 291図 -7

甕
　
　
姓

口径 15.0
残高  9.5
底径
口縁から1上位1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は外反する 0)頸部に簾状文を施した
後口縁部に波状文を施す
下から上へ施文する

0)撫で

B-429号
住 居  址

第 291図 -8

甕
　
　
姓

日径 15.0
残高  4.8
底径
口縁部1/4

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR6/6橙

口縁部は外傾する
日唇部は内側に肥厚する

0)波状文を施す

0)撫で

B-429号
住 居  址

第 291図 -9

甕
　
　
姓

口径 23.1
残高 15.6
底径
口縁から嗣11/4

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

(内 )5YR6/4に ぶヾいオ登

丸みのある胴部より緩く外反
する日縁に至る

0)2連止めの簾状文を施
した後波状文を施す

0)木口状工具による撫で

B-429号
住 居  址

第 291図 -10

甕
　
　
姓

口径
残高 21.7
底径  7.0
1部 1/31部

胎 :白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/3に ぶい褐

(内 )7.5YR7/6橙

平底より緩やかに内弯して立
ち上がる

G)波状文と簾状文を施す

0)箆削り、箆磨き

B-429号
住 居  址

第 291図 一n

甕
　
　
姓

口径 14.3
残高  8.5
底径
日縁部1/2

胎 ;粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR3/4暗 赤褐

(内 )2.5YR2/3極 暗赤褐

張りのある胴部より外反する
日縁部に至る

0)波状文と簾状文を施す
上から下へ施文する

0)箆磨き
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遺構NO

図版NO
糠
　
融

量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

B-429号
住 居 址

第 291図 -12

饗

弥生

口径

残高  9.7
底径  6.0
1部 1/3E部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/4に ぶい橙

0)5YR6/6橙

平底より立ち上がり内弯気味
に開く胴部に移行する

0)波状文を施す、胴部下
位箆削りの後箆磨き

0)

B-429号
住 居  址

第 291図 -13

甕
　
　
姓

回径

残高  7.0
底径  5.5
底部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

0)2.5YR3/1暗 赤灰

平底より立ち上がり緩やかな
胴部に移行する

G)箆削り

0)撫で

B-429号
住  居  址

第 291図 -14

甕
　
　
姓

口径

残高  7.4
底径  6.2
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YRl.7/1黒

0)5YR8/4淡 橙

粘土帯積み上げ
平底より緩やかに立ち上がる

0)箆磨き

0)横位の箆削り、撫で
外面黒色処理

B-429号
住 居 址

第 291図 -15

士里　
　
姓

回径
残高 14.7
底径
頸部一部

胎
焼
色

0.3の礫、自色砂粒、粗砂粒含
朗
0)7.5YR7/4に ぶい橙
0)7.5YR7/6橙 ～10YR8/1灰 白

0)T字文を施す

0)剥落
外面赤色塗彩

B-429号
住 居 址

第 291図 -16

彙里　
　
姓

口径
残高 10.6
底径 10.6
底部のみ

胎
焼
色

礫、粗砂粒多量に含む
朗
G)2.5YR6/6橙
0)2.5YR7/4淡 赤橙

平底より立ち上がり直線的に
開く

0)縦位の箆削り

0)

B-429号
住 居 址

第 291図 -17

鉢
　
　
姓

口径 23.2
残高 6.6
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/8赤

0)10R5/8赤

胴部は直線的に開き口縁部は
僅かに内弯する

0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-429号
住 居 址

第 291図 -18

鉢
　
　
姓

口径 24.0
残高  2.6
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R3/6暗赤

0)10R3/6暗赤

口縁部は内弯気味
2孔を穿つ

0)箆磨き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

B-429号
住 居 址

第 291図 -19

細
鉢
　
姓

口径 21.0
残高 9.1
底径
口縁部一部

胎 :粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)10R3/6暗赤

0)7.5YR8/6浅 黄橙

注ぎ口がある 0)麟 き

0)
外面赤色塗彩

B-430号
住  居  址

第 292図 -1

高不

弥生

口径 20.6
残高  6.1
裾径
椰部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR6/4に ぶい橙

口縁部は外反する 0)箆磨き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

B-430号
住 居  址

第 292図 -2

杯
　
　
生

青同
　
　
弥

口径 18.4
残高  3.5
裾径
坪部一部

胎 ;礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/8明 赤褐

不部は接合部より稜を経て外
反する日縁部に至る
口唇部面取りを施し一部に竹
管状工具で文様が施される

(外 )

0)箆磨き
内面赤色塗彩

B-430号
住 居  址

第 292図 -3

杯
　
　
生

高
　
　
弥

回径
残高 3.1
裾径
接合部のみ

胎 ;礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/6浅黄橙

0)7.5YR7/6橙

脚部に3ケ所の円形の透かし
を有する

０

　

０

B-430号
住 居 址

第 292図 -4

坪
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高 3.8
裾径
接合部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

(1)

0)不部箆磨き、脚部箆削
り、撫で

B-430号
住 居  址

第 292図 -5

鮒
甕
　
姓

口径 15.4
残高  4.4
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/8橙

0)5YR6/8橙

S字状口縁を呈する 0)刷毛調整

0)刷毛調整

B-430号
住 居  址

第 292図 -6

士亜　
　
姓

口径
残高  5.1
底径
口縁部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4:こ ぶい橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は外側に折り返す ０

　

０

波状文を施す

刷毛調整
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遺構NO

図版N0

種

　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-430号
住  居  址

第 292図 -7

舗
甕
　
獅

口径 14.4
残高 10.6
底径
口量部から1部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

0)5YR5/6明赤褐

張りのある胴部で回縁部はS

字状を呈する
0)刷毛調整

0)

B-430号
住 居 址

第 292図 -8

甕
　
　
姓

口径 15,7
残高 10.0
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR6/6橙

口縁部は緩やかに外反する 0)波状文と3連止めの簾
状文を施す

0)横撫で

B-430号
住  居 址

第 292図 -9

甕
　
　
姓

口径 24.0
残高  8。 3

底径
口縁部1/2

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明赤褐

0)7.5YR6/4に ぶい捜

張りのある胴部より外反する
日縁部に至る

簾状文と波状文を施す

撫で

０

　

０

B-430号
住  居  址

第 292図 -10

甕
　
　
姓

口径 15.4
残高 11.0
底径
口‖一部から口部上位

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

胴部はやや球状に張り回縁部
は外反する

簾状文と波状文を施す

撫で

０

　

０

B-430号
住  居  址

第 292図 ―H

甕
　
　
姓

口径 15.0
残高 4.5
底径
口縁部一部

胎 ;石英、白色砂粒、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明赤褐

0)5YR6/4に ぶい橙

口縁部は「 くの字」状に外反
する

横位の箆削り

横撫で

０

　

０

B-430号
住  居 址

第 292図 -12

甕
　
　
姓

口径 16.8
残高  3.5
底径
口縁部1/3

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良り訴
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙 2/1黒

0)7.5YR2/1黒

口縁部は「 くの字」状に外反
する

0)横撫で

0)横撫で

B-430号
住  居 址

第 292図 -13

一菫
　

　

　

姓

口径 16.8
残高  2.8
底径
口縁部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR6/4に ぶい橙

口縁部は外反し口唇部は面取

りが施される
刷毛調整、横撫で０

　

０

B-430号
住 居 址

第 292図 -14

壺
　
　
姓

口径 16.0
残高  3.4
底径
口縁部1/4

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :G)7.5YR6/8橙

0)7.5YR7/8黄 橙

口縁部は外反し回唇部は面取
りが施される

横撫で

横撫で

０

　

０

B-430号
住  居  址

第 292図 -15

議里　
　
姓

口径

残高  5.0
底径
底部のみ

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)5YR5/3にぶい赤褐

0)5YR6/4に ぶい橙

平底から外反して立ち上がる 0)縦位の木口状工具によ

る撫での後箆削り
0)刷毛調整の後撫で

B-430号
住  居 址

第 292図 -16

士亜　
　
出

口径 21.0
残高  6.5
底径
口縁部1/4

胎 ;礫少量含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7/5YR6/6橙

突帯が巡る頸部より段を有し
て外反する日縁部に至る

0)

0)回縁部に「ハの字」状
の刻みを連続して施す

B-430号
住 居 址

第 292図 -17

甑
　
　
姓

口径 20.2
器高 10.5
底径  5.3
脚2/3から郎

胎 ;石英、礫、細粗粒含む

焼 :良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐 2/1黒褐

0)5YR5/6 赤褐

平底に1孔を有し直線的に広
がる胴部口縁部に至る

０

　

０ 斜位の刷毛調整

B-430号
住 居  址

第 292図 -18

甑
　
　
姓

口径
残高  7.4
底径  5.0
1部からE部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)57R5/6 明赤褐

0)5YR5/6 明赤褐

平底に1孔を有す 0)刷毛調整の後縦位の箆
磨き

0)撫で

B-431号
住 居 址

第 293図 -1

蓋
　
　
姓

孤み径 7.7

残高  8.5
裾径
孤み部

胎
焼
色

石英、自色砂粒、粗砂粒含む

朗
0)2.5YR4/3に 船嗜掲5YR6/4に川颯
0)2.5YR4/4に 川嗜掲

孤み部より外反して開く 0)縦の磨き

0)横撫で、箆磨き
外内面赤色塗彩

B-431号
住  居 址

第 293図 -2

椰

　
　
師

高

　
　
土

口径 23.7
残高  7.4
裾径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R3/6暗赤

0)5YR7/6橙

口唇部に山形突起を有する

接合部より稜を経て外反する
日縁部に至る

0)麟 き

0)麟 き
外面赤色塗彩
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遺構NO

図版NO
禰
　
醸

量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

B-431号
住 居 址

第 293図 -3

謗
　
　
姓

口径
残高 8.4
裾径
脚部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)2.5YR7/6橙
0)5YR7/6橙

脚部は柱状を呈する ０

　

０

B-431号
住 居  址

第 293図 -4

舗
甕
　
姓

回径 17.0
残高 16.1
底径
口量から1部 1/2

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/6赤

0)2.5YR5/6明 赤褐

接合部より張りのある胴部に
移行し外反する日縁部に至る

0)横撫で
0)胴部横位のB尉り、1部下位晨位の1‖り
の翻 き

外面赤色塗彩

B-431号
住 居 址

第 293図 -5

甕
　
　
姓

回径
残高 3.6
底径  7.0
底部のみ

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
0)2.5YR5/4に ぶい赤褐
0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

平底 箆肖1り

督塑督き

０

　

０

B-431号
住 居 址

第 293図 -6

士亜　
　
姓

口径
残高 3.4
底径 5.8
底部のみ

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.51T5/8明 赤褐 4/6赤褐

0)2.5YR5/8明 赤褐

上げ底の底部より立ち上がる ０

　

０

B-431号
住 居 址

第 293図 -7

鉢
　
　
姓

口径
残高  7.8
底径
胴部■から郎

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/8赤 褐

0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

丸底より内弯する体部に移行
する

箆削りの後撫で０

　

０

B-432号
住  居 址

第 294図 -1

甕
　
　
姓

口径
残高
底径
口a1/4

・
０

・
７
　

脚

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4に ぶい褐

0)7.5YR6/6橙

胴部は丸みを持ち緩く外反す
る日縁部に至る

2連止めの簾状文を施＞

す

＞

０

　

０

B-432号
住 居 址

第 294図 -2

甕
　
　
姓

口径 12.6
残高  9。 9

底径
ロヨー部から胴椰上位

胎 ;石英、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色;0)5YR4/6赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

胴部はやや球形に張り回縁部
で外反する

波状文を施す

督翌替き

０

　

０

B-432号
住 居 址

第 294図 -3

甕
　
　
姓

回径 17.2
残高  5.8
底径
口縁部1/3

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

口縁部は緩く外反する 0)2連止めの簾状文と波
状文を施す

0)饉磨き

B-432号
住  居  址

第 294図 -4

甕
　
　
姓

口径

残高  5.5
底径  7.0
胴部品底部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/2暗赤褐

上げ底ぎみの底部より内弯ぎ
みの胴部に立ち上がる

縦の箆磨き

撫で

０

　

０

B-432号
住  居  址

第 294図 -5

一
里
　
　
　
姓

口径 36.1
残高 18.5
底径
口縁部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR5/4に ぶい赤褐

口縁部は屈曲して大きく外反
して開く 口縁部に山形突起
を有する

0)願部に横騨6直腺文猫し 胴部綱I具

により‖位に施される
1内)313の後離0鵬き
外内面赤色塗彩

B-432号
住  居 址

第 294図 -6

士里　
　
姓

口径
残高 2.7
底径 5.2
胴部から底部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)5YR4/3に ぶい赤褐

平底より内弯ぎみに立ち上が
る

0)麟 き

0)撫で

外内面赤色塗彩

B-432号
住  居  址

第 294図 -7

壺
　
　
姓

口径
残高 6.4
底径 12.0
底部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)2.5YR4/8赤褐

0)1.7YR7/1赤 黒

平底 0)箆肖1り

0)

B-432号
住  居 址

第 294図 -8

鉢
　
　
姓

・
２

・
２
　

邸

口径
残高
底径
口11/3

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙 5/8明褐

0)7.5YR7/3に ぶい橙

体部は直線的に開き 口縁部
は僅かに内弯する

0)

0)横撫で

B-432号
住 居 址

第 294図 -9

鉢
　
　
姓

口径 15.6
残高  6.3
底径
口
=一

部から胴椰―椰

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

0)5YR3/2明赤褐

丸みのある体部より内弯する
日縁部に至る

０

　

０

第142表 住居址出土遺物観察表 (9o)
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遺構NO

図版NO

器種

種類

法   量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

B-432号
住 居  址

第 294図 -10

鉢
　
　
姓

口径 13.0
残高  4.5
底径
口縁部1/4

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/6橙

口縁部は内弯する

B-432号
住 居 址

第 294図 -11

チュ
ア

口径  7.7
残高  3.4
底径
不部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

(内)7.5YR6/3:こ ぶヾい1働

手捻り (外 )

(内 )

B-433号
住 居  址

第 295図 -1

杯
　
　
獅

口径  6.7
残高 5.2
底径
暉1/2れ郎

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )5YR6/6カ言

丸底より内弯してそのまま日

縁部に至る
(外 )1窒肖1り

(内 )

小型丸底甕

B-433号
住 居 址

第 295図 -2

不
　
　
獅

口径 12.0
残高  6.8
底径
口縁一部から嗣部一部

胎 ;礫含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙 3/1黒褐

0)5YR3/1黒 褐

偏平な胴部より外反する日縁
部に至る

撫で、磨き

B-433号
住 居  址

第 295図 -3

増
　
　
櫛

口径 11.1
残高 H.0
底径
ほぼ完形

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙  6/2灰褐

丸底より偏平な体部に移行し

屈曲して長く外傾する日縁部
に至る

0)箆削り、撫で

0)箆削り、撫で

B-433号
住 居  址

第 295図 -4

増
　
　
獅

口径 11.6
残高  6.2
底径
口縁部3/4

胎 ;礫、細粗粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/8橙 6/6橙

0)5YR7/8橙

口縁部は内弯ぎみに開く (外 )

(内 )

B-433号
住 居  址

第 295図  5

増
　
　
鰤

口径 12.6
残高  4.0
底径
口縁部1/4

胎
焼

色

礫、粗砂粒含む

朗
(外)5YR6/3に ぶい橙
(内 )5YR6/3に おヾい橙

□縁部は内弯ぎみに開く (外 )

(内 )

B-433号
住  居  址

第 295図 -6

増
　
　
鰤

口径 12.2
残高  5.0
底径
口縁部1/4

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/6浅 黄橙

(内 )7.5YR7/6橙

(1)経猫書き

0)箆磨き

B-433号
住 居  址

第 295図 -7

不
　
　
師

青同
　
　
土

口径 20.2
器高 15.4
裾径 14.7
ほぼ完形

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R6/8赤橙

0)10R6/8赤橙 5/1赤灰

杯部は接合部より稜を経て外
反する日縁部に至る 脚部は
柱状を呈し裾部で屈曲して大
きく開く 粘土帯積み上げ

(外 )

0)坪部箆磨き

B-433号
住 居  垣L

第 295図 -8

不

　
　
師

一局
　
　
土

口径 17.5
残高  5.9
裾径
不部のみ

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

口縁部は稜を経てやや外反す
る日縁部に至る

(外 )

0)撫で

B-433号
住 居 址

第 295図 -9

不
　
　
師

音同
　
　
土

口径 15.3
残高  4.0
裾径
不部1/3

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
良好
(外 )5YR7/4に 遮ヾい1登

(内 )5YR7/4に おヾい1登

不部はやや内弯して開く (外 )

(内 )

B-433号
住 居  垣L

第 295図 -10

不
　
　
師

青同
　
　
土

口径 19.0
残高  7.6
裾径
不部1/2

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR7/6橙

(内 ) 2.5YR7/6有 饉

不部に稜を有し口縁部でやや

外反する
(外)箆肖!り

(内 )

B-433号
住 居  垣L

第 295図 -11

不
　
　
師

青回
　
　
土

口径 16.0
残高  4.8
据径
不部1/4

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
0)5YR6/6橙
0)5YR6/6橙

不部に稜を有し回縁部で外反
する

0)横位の箆削り

(内 )

B-433号
住 居  址

第 295図 -12

不

　
　
師

高

　
　
土

口径
残高  6.7
裾径
暉部一部から接合部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

(内 )5YR7/41こ ぶヾい橙

杯部は稜を経て外反する (外 )!箋肖1り

(内 )1琶肖1り

第 143表  住居址出土遺物観察表 (91)
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遺構NO

図版NO

種
　
類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

B-433号
住  居 址

第 295図 -13

不
　
　
師

高
　
　
土

口径
残高  8.1
裾径 10.5
1部1/2から脚部

礫、朗
の
①

胎
焼
色

粗砂粒含む

5YR7/4に ぶい橙
5YR7/4に ぶい橙

脚部はラッパ状に開く ０

　

０

B-433号
住 居  址

第 295図 -14

不

　
　

師

高

　
　

土

口径
残高 9.7
裾径 19。 4

脚部1/4

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/8橙

0)7.5YR6/8橙

脚部は接合部より開き裾部で

外反して開く
0)縦の磨き

0)

B-433号
住  居 址

第 295図 -15

不
　
　
師

高

　
　
土

口径
残高  6.1
裾径 12.1
脚部1/2

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/8橙  5Y5/1灰

0)5Y5/1灰

脚部はラッパ状を呈す
粘土帯積み上げ

で

　

で

撫

　

撫

０

　

０

B-433号
住  居  址

第 295図 -16

不
　
　
師

高
　
　
土

口径
残高 9.2
裾径
脚部2/3

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

脚部は筒状を呈す ０

　

０

B-433号
住 居 址

第 295図 -17

椰
　
　
師

高

　
　
土

口径
残高 6.4
裾径
接合部から劇部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR5/2灰 褐

０

　

０

箆磨き

B-433号
住  居 址

第 295図 -18

不

　
　
師

高

　
　
土

口径
残高 7.4
裾径
脚部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

粘土帯積み上げ
脚部は僅かに膨らみを有す

０

　

０

B-433号
住  居  址

第 295図 -19

喪
　
　
獅

回径 13.6
残高 6.7
底径
口縁螂から胴部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR4/1赤 灰

口縁部は強く外反する ０

　

０

口縁部横撫で

B-433号
住  居  址

第 295図 -20

甕
　
　
鰤

口径

残高  2.8
底径  5.1
底部のみ

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/3に ぶい橙

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

平底より立ち上がり大きく開
いて胴部に移行する

0)

0)箆削り

B-433号
住  居  址

第 295図 -21

士亜　
　
獅

口径 15.8
残高 3.7
底径
口縁部のみ

胎 ;石英、礫多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/4に ぶい橙

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は段を有して外反する ０

　

０

横撫で

横撫で

B-433号
住  居  址

第 295図 -22

士
里
　
　
　

獅

・
５

・
７
邸

径

高

径
ν

口
残

底
脚

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/8橙 4/1灰褐

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

平底
胴部は球形を呈す

０

　

０

横位の箆削り

撫で

B-433号
住 居 址

第 295図 -23

鉢
　
　
鰤

口径 17.6
残高  9。 1

底径
口録から1部2/3

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR6/6橙

粘土帯積み上げ
体部は内弯して開き口縁部で
外反する

で

　

で

撫

　

撫

０

　

０

B-434号
住  居 址

第 296図 -1

蓋
　
　
鰤

孤み径

残高  4.2
裾径
孤み部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/6橙

(外 )箆肖!り

0)

B-434号
住  居 址

第 296図 -2

不
　
　
師

高
　
　
土

口径
残高  7.0
裾径

接合部か抑部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
0)10R5/6赤
(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

0)箆削り、箆磨き

0)
外面赤色塗彩

B-434号
住  居  址

第 296図 -3

甕
　
　
姓

口径 9.0
器高 10.5
底径 4.6
ほぼ耕

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR6/6橙

肩の張った胴部より僅かに外
反する日縁部に至る

０

　

０

箆肖1り

箆肖1り

第 144表  住居址出土遺物観察表 (92)
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遺構NO

図版NO

種
　

類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整
″形

B-434号
住  居  址

第 296図 -4

甕
　
　
獅

口径 30.0
残高 11.4
底径
口縁部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR7/3に ぶい橙

口縁部は外反し回唇部に面取
りを施す

０

　

０

口縁部横撫で

回縁部横撫で

B-434号
住  居  址

第 296図 -5

喪
　
　
獅

口径 17.2
残高  6.8
底径
口縁1/3から1部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR7/4に ぶい橙

張りのある胴部より回縁部は
外反し回唇部に面取りを施す

０

　

０

口縁部横撫で

回縁部横撫で

B-434号
住  居  址

第 296図 -6

喪
　
　
獅

口径 18.4
残高  3.8
底径
口縁部3/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

口縁部は外反し回唇部に面取
りを施す

0)口縁部横撫で

0)

B-434号
住 居 址

第 296図 -7

甕
　
　
獅

口径 19.0
残高  3.5
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR6/8橙

口縁部は外反する 0)横撫で

0)横撫で

B-434号
住  居 址

第 296図 -8

甕
　
　
鰤

口径 19.0
残高 3.3
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR5/6明 橙

回縁部は外反する 横撫で０

　

０

B-434号
住  居 址

第 296図 -9

甕
　
　
姓

口径 16.0
残高  3.4
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良り子
色 ;0)5YR5/8明赤褐

0)7.5YR6/6橙

口縁部はS字状を呈する 0)届」毛調整

0)婦J毛調整
外面赤色塗彩

B-434号
住  居  址

第 296図 -10

甕
　
　
姓

口径 12.6
残高  4.1
底径
口縁部1/3

胎 ;石英多量、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/4にぶい赤褐

0)7.5YR4/3褐

口縁部は外傾する 口唇部は
面取りを施す

0)波状文と3連止めの簾
状文を施す

0)

B-434号
住  居 址

第 296図 -11

甕
　
　
獅

口径 15.0
残高  25
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/8橙

0)2.5YR6/罐

口縁部はS字状に屈曲する 0)

0)刷毛目

B-434号
住  居 址

第 296図 -12

甕
　
　
姓

口径
残高 7.5
底径 5.4
胴部螂からE3

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;m7‐
色 ;0)5YR4/2灰褐

0)5YR6/2灰 褐

平底より立ち上がり球形を呈
する胴部に至る

０

　

０

波状文を施す

箆削り

B-434号
住 居 址

第 296図 -13

甕
　
　
姓

口径
残高  4.7
底径  6.8
胴部刊から邸

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

0)7.5YR7/6橙

平底 箆肖1り

箆肖Jり

０

　

０

B-434号
住  居  址

第 296図 -14

甕

土師

口径

残高  2.3
底径  4.8
底部のみ

雲母、粗砂粒含む
朗
0)5YR7/4に ぶい橙
0)5YR5/4に ぶい赤褐

胎
焼
色

平底 箆肖1り

箆肖1り

０

　

０

B-434号
住  居 址

第 296図 -15

一亜　
　
鰤

口径 32.6
残高  6.0
底径
口縁部一部

、礫、粗砂粒含む

7.5YR3/6浅 黄橙
7.5YR6/4に ぶい橙

割
朗
の
①

胎
焼
色

回縁部は段を有して外反する 横位の撫で

横位の撫で

０

　

０

B-434号
住  居  址

第 296図 -16

姜〓　
　
獅

口径 14.8
残高  4.0
底径
口縁部一部

雲母、礫、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR7/4に ぶい橙
0)7.5YR7/4に ぶい橙

胎
焼
色

口縁部は段を有して外反する 箆肖Jり

箆削り

０

　

０

B-434号
住  居  址

第 296図 -17

士霊　
　
姓

口径
残高 29:3
底径  8.0
1部2/3 から屁部

胎 ;石英、細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3に ぶい褐

0)7.5YR5/4に ぶい褐

平底より立ち上がり胴部下位
はくびれ、外稜を経て張りの
ある上位に移行する

0)T字文を施すG位の臨醜
文を1し 2本110直‖文が願部を4分割する)
掻動書き

0)麓‖り横位001alo慢鶴麟き

第 145表  住居址出土遺物観察表 (93)
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遺構N0

図版NO

種

　

類

器
　
種

量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

B-434号
住  居 址

第 296図 -18

一霊　
　
姓

口径 16.2
残高 9.9
底径
口縁から胴部

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR6/3にぶい黄橙

0)10YR6/3に ぶい黄橙

張りのある胴部より外反して

大きく開く口縁部に至る
日唇部に面取りが施される

0)T字文を施す (横位の開
直線文を通し、2本」の直線文が田部を4分割
する)日縁部は融叩a整を施す

0)箆硼りの模横位の1磨き

B-434号
住  居  址

第 296図 -19

士璽　
　
姓

口径
残高 1.9
底径 5,0
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

0)10R5/6赤

平底 0)縦位の箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

B-434号
住 居 址

第 296図 -20

鉢
　
　
姓

口径 19.4
器高 8.8
底径 4.8
口思から底部1/2

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

0)10R4/6赤

平底より立ち上がり直線的に

開き口縁部で内弯する
0)日縁部横位の撫で、体
部縦位の箆磨き

0)日縁部雛咄で、体部艶の1
磨き 外内面赤色塗彩

B-434号
住 居 址

第 296図 -21

鉢
　
　
姓

口径 16.4
残高 3.8
底径
口縁部1/2

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

口縁部は内弯する 口縁部横位の撫で

回縁部横位の撫で

０

　

０

B-434号
住 居 址

第 296図 -22

一一
ユ
　

師

ミ
チ

ア
土

口径 6.4
器高 8.5
底径 4.5
哺部から底部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR5/6明 褐

平底より張りのない胴部に移
行し外傾する日縁部に至る

0)日縁部撫で

0)

B-434号
住  居 址

第 296図 -23

器台

土師

口径
残高  4.5
底径

船部から脚部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR6/2灰褐

０

　

０

B-435号
住  居  址

第 297図 -1

蓋
　
　
姓

孤み径 4.0

残高 4.8
裾径
孤み部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR5/3に ぶい褐

孤み部から裾部にかけ外反し
て開く

0)縦位の箆削り

0)横位の箆削りの後撫で

B-435号
住  居 址

第 297図 -2

蓋
　
　
姓

孤み径
残高  5.1
裾径  6.4
1み部か弾部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/6橙

孤み部より外反して開く 0)麟 き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-435号
住 居 址

第 297図 -3

琢

　
　

生

高

　
　

弥

口径 27.2
残高 20.0
裾径 17.4
口01/2から脚都

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/3に‖ヽ 橙 10R4/4赤褐

0)10R4/4赤褐

椰部はやや丸みを持って開き

端部で水平に外反する
日唇部に山形突起を有する

脚部はラッパ状に開く

0)縦位の箆磨き

0)横位の箆削り、撫で
外内面赤色塗彩

B-435号
住  居 址

第 297図 -4

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径 30.8
残高  8.9
裾径
口量から軍郎1/4

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR6/6橙

杯部僅かに内弯ぎみに開き端

部水平に外反する 日唇部に
山形突起を有する

0)縦位の箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

B-435号
住 居 址

第 297図 -5

謗
　
　
姓

口径 27.6
残高  9,9
裾径
口縁から不部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

坪部僅かに内弯ぎみに開き端
部水平に外反する 口唇部に

山形突起を有する

0)縦位の箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

B-435号
住  居 址

第 297図 -6

謗
　
　
姓

回径
残高  7.6
裾径
接合部から38-部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

脚部は直線的に広がる 0)縦位の箆磨き

0)脚部内面撫で
外面赤色塗彩

B-435号
住 居 址

第 297図 -7

不

　
　

生

高

　
　

弥

口径
残高 3.2
裾径
接合部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR6/6橙

0)箆磨き

0)不部箆磨き
外内面赤色塗彩

B-435号
住  居 址

第 297図 -8

坪
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  3.1
裾径
接合部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

０

　

０

第 146表  住居址出土遺物観察表 (94)
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遺構NO

図版NO

種
　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-435号
住 居 址

第 297図 -9

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  9.0
裾径 18.0
脚部1/3

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

良好
(外)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

脚部はラッパ状を呈し裾部で
大きく開く

0)縦位の箆磨き

0)横位の箆磨き
外面赤色塗彩

B-435号
住 居 址

第 297図 -10

謗
　
　
姓

口径
残高 5.2
裾径H.2
船部から脚部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙 5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

接合部から裾部にかけて外反
して開く

0)縦位の箆磨き
0)横位の刷毛調整の後箆
磨き

外内面赤色塗彩

B-435号
住 居  址

第 297図 -11

喪
　
　
姓

口径 15.2
器高 18.3
底径
ほぽ5記Л移

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR576明 赤褐

(内)2.5YR3/4暗赤褐

平底より立ち上がり上位が張
った胴部より外反する日縁部
に至る

0)3連止めの簾状文を施
した後波状文を施す ・
上から下へ施文する

0)刷毛調整の後箆磨き

B-435号
住 居  址

第 297図 -12

甕
　
　
姓

口径 19.4
器高 30.8
底径  8.6
ほ|ざ耕

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

(内 )2.5YR3/4暗赤褐

平底より立ち上がり上位が張
った胴部より緩く外反する日
縁部に至る

0)5連止めの簾状文を施
した後波状文を施す
上から下へ施文する

0)縦位の箆磨き、ロヨ部機で

B-435号
住 居  址

第 297図 -13

喪
　
　
姓

口径 21.0
器高 27.6
底径  8.4
ほぼ完形

胎
焼
色

粗砂粒含む
n―f
(外)2.5YR6/6橙  5YR5/4に 出琳掲
(内)5YR5/4に おミい赤褐

平底より立ち上がり丸みを持
った胴部より外反する日縁部
に至る

0)2連止めの簾状文を施
した後波状文を施す
下から上へ施文する

0)箆磨き

B-435号
住 居  址

第 297図 -14

甕
　
　
姓

口径 17.6
器高 26.0
底径  7.0
ほぼ完形

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙 4/2灰褐

(内 )7.5YR6/6お 饉

平底より立ち上がり丸みのあ
る胴部より外反する日縁部に

至る

0)4連止めの簾状文を施
した後波状文を施す

下から上へ施文する

0)胴部縦位の箆磨き

B-435号
住 居  址

第 297図 -15

喪
　
　
姓

口径 15.0
器高 15.3
底径  5.8
口縁から胴部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/4に ぶい褐

0)2.5YR4/4に ぶい褐

平底より立ち上がり丸みのあ
る胴部より外反する日縁部に

至る

0)2連止めの簾状文と波
状文を施す

0)刷毛調整の後箆磨き

B-435号
住 居  址

第 297図 -16

甕
　
　
姓

口径 12.1
器高 15.5
底径  6.5
ほぼ完形

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR4/4に ぶい赤褐

平底より立ち上がり上位の張
った胴部より緩く外反する日

縁部に至る

G)2連止めの簾状文と波
状文を施す

0)刷毛調整  箆削りの

後箆磨き

B-435号
住  居  址

第 297図 -17

饗
　
　
姓

口径 11.8
残高 11.8
底径  5.4
口縁から胴部

胎
焼
色

石英、雲母多量、粗砂粒含む
良好
(外 )5YR5/4に ぶい赤褐
(内 )5YR4/6赤褐

胴部は丸みを持ち 口縁部は

外反する
0)頸部に簾状文、日縁部
胴部に波状文を施す

0)削り、刷毛調整

B-435号
住 居 址

第 297図 -18

士〓　
　
姓

口径  6.6
残高 10.7
底径
口縁部1/2

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
断
0)5YR5/3に ぶい赤褐10R5/6赤

0)10YR6/4に ぶい黄橙

口縁部は外反する 0)波状文と簾状文を施す

0)横撫で

B-435号
住 居  址

第 297図 -19

甕
　
　
姓

口径 18.3
残高 12.8
底径
口縁から胴部

胎
焼
色

粗砂粒多量に含む
良好
(外 )2.5YR4/2灰 赤
(内 )2.5YR6/6橙

張りのある胴部より外反する
日縁部に至る

0)2連止めの簾状文の後
波状文を施す
上から下へ施文する

0)箆磨き

B-435号
住 居  址

第 297図 -20

甕
　
　
姓

口径 19.6
残高  9.6
底径
口縁部2/3

胎 ;石英、礫、租砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/2灰 赤

0)2.5YR4/2灰 赤

口縁部は緩やかに外反する 0)2連止めの簾状文と波
状文を施す

0)横撫で

B-435号
住 居 址

第 297図 -21

饗
　
　
姓

口径 20.0
残高 10.0
底径
口縁部一部

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )5YR5/6明赤褐

口縁部は外反する 0)3連止めの簾状文と波
状文を施す

0)撫で

B-435号
住 居  址

第 297図 -22

饗
　
　
姓

口径 17.7
残高 10.0
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/8明 赤褐

口縁部は外反する G)4連止めの簾状文の後
波状文を施す

0)

第 147表  住居址出土遺物観察表 (95)
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遺構NO

3図版NO

種

　

類

器

　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-435号
住  居 址

第 297図 -23

甕
　
　
姓

口径 19.4
残高 10.0
底径
口縁部1/2

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む

朗

0)7.5YR5/4に ぶい褐

(内 )7.5YR5/4に ぶヾい褐

口縁部は外傾して開き、先端
で僅かに内弯する

＞

す

＞

０

　

０

簾状文の後波状文を施

箆削り

B-435号
住  居  址

第 297図 -24

喪
　
　
姓

口径 13.0
残高  5.0
底径
口縁部1/2

胎
焼

色

石英、雲母、粗砂粒含む

良好
0)5YR6/6橙
0)5YR6/4に ぶい橙

口縁部は外反する 0)簾状文の後波状文を施
す

0)刷毛調整の後箆磨き

B-435号
住  居 址

第 297図 -25

甕
　
　
姓

口径 14.2
残高  2.1
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/6橙

口縁部は強く屈曲して外反す

る

で

　
で

撫
　

撫

B-435号
住 居  址

第 297図 -26

甕
　
　
姓

口径
残高  2.5
底径
底部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

(内 )5YR5/8明 赤掲～4/4に‖味掲

B-435号
住  居 址

第 297図 -27

甕
　
　
姓

口径

残高  3.5
底径  6.2
底部のみ

胎 ;0.2の礫、石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4に ぶい褐

(内 )5YR5/8明赤褐

平底 で

　
で

撫
　
撫

B-435号
住  居  址

第 297図 -28

甕
　
　
姓

口径
残高  2.4
底径  3.4
底部のみ

胎 ;0.2の礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/4褐

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

平底

B-435号
住  居  址

第 297図 -29

士菫　
　
姓

口径
残高 32.5
底径

頸から胴部

胎 ;礫、粗砂粒僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6嚇 掲3/1嚇灰

(内 )7.5YR6/6橙

やや張りのある胴部より大き
く外反する日縁部に移行する

0)T字文を施す (縦位の

櫛描直線文が頸部を4分

割する)

0)箆磨き、剥落

B-435号
住 居 址

第 297図 -30

士笠　
　
姓

口径

残高 14.7
底径
頸部1/2

胎 ;雲母、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

頸部より緩やかに外反する 0)頸部にT字文を施す

0)撫での後刷毛調整
外内面赤色塗彩

B-435号
住 居 址

第 297図 -31

士亜　
　
姓

口径
残高  9.0
底径
頸部1/2

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙 10YR5/2灰黄褐

(内)7.5YR6/6ホ 饉

頸部は緩やかに外反する 頸部にT字文を施す

B-435号
住  居  址

第 297図 -32

士
亜
　
　
　
姓

口径

残高 14.4
底径
頸部のみ

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )7.5YR8/4浅 黄橙

G)T字文を施す(2本 1組の櫛
描直線文が頸部を4州する)

0)箆磨き、剥落
外内面赤色塗彩

B-435号
住 居  址

第 297図 -33 弥生

口径
残高 16.0
底径

頸部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)5YR5/6明 赤褐

G)T字文を施す(2本 1組の櫛
描直線文が頸部を4畑する)

0)箆磨き、横位の刷毛調
整

B-435号
住 居 址

第 297図 -34 弥生

口径 20.4
残高  6.8
底径
口縁部1/5

胎 ;0.2の礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR3/1黒 褐

0)7.5YR6/6橙

口縁部は大きく外反する
日唇部面取りを施す

B-435号
住  居  址

第 297図 -35

士亜　
　
姓

口径
残高  2.8
底径  6.0
底部のみ

石英、雲母、粗砂粒含む

良好
(外 )2.5YR5/6明 赤褐
0)2.5YR5/6明 赤褐

胎
焼
色

平底 0)縦位の箆削り、箆磨き

0)撫で、箆磨き

外内面赤色塗彩

B-435号
住 居  址

第 297図 -36

淋

弥生

口径 15.6
器高 14.7
底径  6.0
ほぼ完形

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR5/6明 赤褐

平底より内弯気味に立ち上が

り口縁部で外反する

頸部に2ケ所、一対の小孔を

有する

0)斜位の刷毛調整の後縦
位の箆磨き

0)撫で

外内面赤色塗彩

第 148表  住居址出土遺物観察表 (96)
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遺構NO

図版NO

種
　
類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

B-435号
住  居 址

第 297図 -37

離
　
　
姓

口径 12.0
残高 6.4
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR4/4に ぶい赤褐

丸みのある胴部より外反する
日縁部に至る

0)箆磨き

(内 )督翌督き
外内面赤色塗彩

B-435号
住 居  址

第 297図 -38

鉢
　
　
姓

口径
器高
底径
1/2

胎 ;石英、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR5/8明赤褐

平底より立ち上がり、丸みを
持って開いてそのまま口縁部
に至る

0)

0)
外内面赤色塗彩

B-435号
住  居 址

第 297図 -39

鉢
　
　
姓

口径 18.0
残高  7.9
底径
暉勒弾部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)2.5YR4/8赤 褐

(内)2.5YR4/6赤 褐

内弯して開きそのまま口縁部
に至る

0)箆削りの後箆磨き

0)督露督き
外内面赤色塗彩

B-435号
住  居  址

第 297図 -40

鉢
　
　
姓

口径
残高 9.5
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR3/2暗赤褐

0)5YR5/8明赤褐

片口を持つ 0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-435号
住  居  址

第 297図 -41

鉢
　
　
姓

口径
器高
底径
1/4

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙 3/1黒褐

(内 )7.5YR3/1黒 褐

平底より外傾して開く 0)縦位の箆削り

(内)箆削り、撫で

B-435号
住  居  址

第 297図 -42

甑

弥生

口径
残高  3.5
底径  4.4
底部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R2/1赤黒

(内)2.5YR5/6明 赤褐

底部に1孔を有す 0)箆削り

0)箆削りの後箆磨き

B-435号
住  居 址

第 297図 -43

甑
　
　
姓

口径 15.7
器高 11.0
底径  5.2
完形

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐 10R2/1組

0)2.5YR5/6明 赤褐 5YR2/1部

内弯気味の体部よりやや内弯

気味の日縁部に至る

底部に1孔を穿つ

箆削りの後箆磨き

縦位の箆磨き

０

　

０

B-435号
住  居 址

第 297図 -44

紡錘

車

弥生

口径
器高  2.7
重さ 55g
ほぼ完形

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙  10YR5/3にぶ

い黄褐 10YR3/1黒褐

０

　

０

B-436号
住  居 址

第 298図 -1

高椰

弥生

口径 25.6
残高 8.2
裾径
口縁部から体椰1/4

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;●7・

色 ;0)7.5YR6/8橙
0)2.5YR5/8明 赤褐

坪部は開き、上位で緩く内弯
して日縁部は外反する

０

　

０

B-436号
住 居  址

第 298図 -2

杯
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高 3.5
裾径
接合部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐
椰部箆磨き、脚部撫で

０

　

０

B-436号
住  居  址

第 298図 -3

甕
　
　
姓

口径
残高  4.0
底径  9.0
底部1/3

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;●7‐

色 ;0)5YR6/6橙
0)5YR6/6橙

平底 箆肖1り

撫で

０

　

０

B-436号
住  居  址

第 298図 -4

喪
　
　
姓

口径
残高  2.7
底径  5,0
底部1/2

胎 ;石英、細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4に ぶい黄褐

0)7.5YR6/4に ぶい黄褐

平底 0)撫で

0)

B-436号
住  居  址

第 298図 -5

士霊　
　
姓

口径
残高 8.5
底径
頸部1/4

胎 ;白色砂粒、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

頸部は緩やかに外反する 0)頸部にT字文を施す
口縁部に簡磨き

0)横位の箆削り

B-436号
住  居  址

第 298図 -6

士霊　
　
殖

口径
残高  3.9
底径 11.2
底部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)7.5YR7/6橙

平底 0)撫で

0)縦位の箆削り、刷毛調
整

第 149表  住居址出土遺物観察表 (97)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法 量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

B-436号
住  居  址

第 298図 -7

壺
　
　
姓

径

高
径

部

口
残
底

底

2.4

7.6

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色;G)5YR6/6橙

0)5YR6 6橙

平底 0)箆肖1り

0)撫で
外内面赤色塗彩

B-436号
住 居 址

第 298図 -8

妻〓　
　
姓

口径

残高  2.7
底径  6.0
底部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/3にぶい橙

0)5YR6/6橙

丸底ぎみの底部 ０

　

０

箆肖1り

箆削り

B-436号
住 居 址

第 298図 -9

士亜　
　
姓

口径
残高 3.4
底径 5.6
底部2/3

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)5YR5/3に ぶい赤褐

平底 0)撫で

(内)2奎肖1り

外面赤色塗彩

B-436号
住 居 址

第 298図 -10

鉢
　
　
姓

口径 16.6
器高  9.2
底径  4.5
ロー部体部1/2底部

胎 ;0.2の礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR6/6橙

平底より内弯気味に開く ０

　

０

箆削り

督影督き

第 150表  住居址出土遺物観察表 (98)

A-2号
掘立柱建物址

第 299図 -1

甕
　
　
獅

口径 17.0
残高 8.0
底径
口縁部1/8

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/にぶい黄橙

0)10YR6/に ぶい黄橙

口縁部は大きく外反する 0)胴部箆削り、日縁部横
撫で

0)胴部箆削り

第 151表  掘立柱建物址出土遺物観察表

A-1号溝址

第 300図 -1

不
　
　
獅

口径 13.0
器高  4.1
底径
口縁から酬■

胎 ;粗砂粒僅かに含む
焼 ;良好
色;0)2.5YR6ん橙

0)2.馴聞/6明赤褐

丸底より内弯して日縁部に至
る

０

　

０

A-1号溝址

第 300図 -2

杯
　
　
獅

口径 14.8
器高  4.5
底径
ほぼ新

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/8赤

0)10R5/8赤

浅い丸底から稜を経て外反す
る日縁部に至る

0)底部箆削り

0)箆磨き

A-1号溝址

第 300図 -3

不
　
　
獅

径

高
径

６

口
器
底

ν

胎;0.3の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR7/8橙

0)5YR7/8橙

浅い丸底から稜を経て外反す
る口縁部に至る

０

　

０

口縁部横撫で

A-1号溝址

第 300図 -4

琢
　
　
獅

口径 13.4
器高  3.5
底径  5.2
回1/4底部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;」

「
:lLサ

':::色 ;0)7.5YR8/6浅黄橙
0)7.5YR8/4浅 黄橙

平底より体部は内弯しながら
立ち上がる

0)軸軸による撫で

0)競輌による撫で

A-1号溝址

第 300図 -5

坪
　
　
獅

径
高

径
４

口
器

底
ν

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

0)2.5YR6/6橙

体部は内弯しながら開く 0)底部箆削り

0)箆磨き

A-1号溝址

第 300図 -6

不
　
　
獅

口径 14.7
器高 3.0
底径
ロヨ部から底部1/5

胎 ;0.2の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/8橙

0)5YR6/8橙

丸底より立ち上がり緩い稜を

持つ

口縁部は外反する

０

　

０

A-1号溝址

第 300図 -7

椰
　
　
獅

口径 13.8
器高  3.9
底径
暉枷強部1/2

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/3に‖1赤褐 3/1黒褐

0)5YR5/3に 川1赤褐 3/1黒褐

丸底より立ち上がり最大径を

有す稜を経て、外傾する日縁
部に至る

0)口縁部横撫で

0)日縁部横撫で、箆磨き

A-1号溝址

第 300図 -8

不
　
　
鰤

回径
残高 1.4
底径 6.6
底部1/2

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;mF・
色 ;0)7.5YR7/6橙  2.5YR7/1灰 白

0)7.5YR7/6橙  2.5YR7/1灰 白

平底 ０

　

０

底部回転糸切り

第 152表  溝址 出土遺物観察表 (1)
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遺構N0

図版NO

種

　

類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-1号溝址

第 300図 -9

不
　
　
鰤

口径
残高  1.4
底径  6.0
底部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR8/3浅黄橙

0)10YR8/2灰 白

平底 0)底部回転糸切り

(内 )

A-1号溝址

第 300図 -10

不
　
　
鰤

口径
残高  1.0
底径  5.8
底部1/2

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

(内)7.5YR8/6浅 黄橙

平底 0)底部回転糸切り

(内 )

A-1号溝址

第 300図 -11

不
　
　
徳

口径
残高  1.4
底径  7.6
底部一部

胎 ;細砂粒含む
焼 ;m7‐
色 ;G)7.5Y4/1灰

(内)7.5Y4/1灰

付高台 輛轄による撫で

輛轄による撫で

０

　

０

A-1号溝址

第 300図 -12

郎
　
　
鰤

口径
残高  2.6
底径  7.5
底部1/2

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/6浅 黄橙

(内 )7.5YR8/6浅 黄橙

付高台

A-1号溝址

第 300図 -13

不
　
　
鰤

口径
残高  2.1
底径  6.4
付高台欠損の風部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/8橙

0)黒

底部から丸みを持って上がる
高台は欠損

0)

0)箆削りの後箆磨き、黒
色処理

A-1号溝址

第 300図 -14

不
　
　
獅

口径 12.8
器高  3.7
底径  6.0
口樹認2/31部

粗砂粒含む
良好
0)7.5YR8/4浅 黄橙
0)黒

胎
焼
色

平底より体部は内弯しながら
開き、口縁部に至る

範轄による撫で

黒色処理

A-1号溝址

第 300図 -15

不
　
　
鰤

口径 15.0
器高  4.4
底径  6.0
日から体1/31-部

礫、粗砂粒含む
良好
(外)5YR7/4:こ おヾい1登

0)黒

胎
焼

色

平底より緩やかに立ち上がり
丸みを持って開いて回縁部に

至る

0)日縁部横撫で、体部斜
位の箆削り

0)口縁部横撫で、箆磨き
黒色処理

A-1号溝址

第 300図 -16

不
　
　
獅

口径

残高  4.3
底径
体部1/3

胎 ;0.3の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR8/3淡橙

0)黒

体部は内弯する (1)g曽肖1り

0)撫での後箆磨き、黒色
処理

A-1号溝址

第 300図 -17

杯
　
　
獅

径
高

径
５

日
残

底
ν

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5Y7/2灰黄

0)黒

丸底より緩い稜を経て小さく
外傾する日縁部に至る

口縁部横撫で

箆磨き、黒色処理

０

　

０

A-1号溝址

第 300図 -18

不
　
　
枷

口径 19,9
器高  3.0
底径
□縁部から1部一部

胎 ;礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/3浅 黄橙

0)黒

浅い平底気味の底部から緩く
立ち上がり回縁部は外傾する

0)口縁部横撫で、体部箆
肖1り

0)横撫で、体部箆磨き、
黒色処理

A-1号溝址

第 300図 -19

杯
　
　
獅

口径 12.9
器高  3.8
底径  4.6
日縁から底部1/3

胎 ;0.2～0.5の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/2灰 褐

0)黒

平底気味の底部から緩く立ち
上がり丸みを持って開いて日
縁部に至る

0)口縁部横撫で、体部箆
肖1り

0)箆磨き、黒色処理

A-1号溝址

第 300図 -20

郎
　
　
鰤

径
高
径

３

日
器
底

ν

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR8/4淡橙

0)黒

付高台で丸みのある外部より
小さく外反する日縁部に至る
軸軸成形

0)轄檀による撫で

0)黒色処理

A-1号溝址

第 300図 -21

不
　
　
鰤

径

高
径

２

回
残
底
ν

3.7

7.0

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/3浅黄橙

0)黒

付高台の底部から体部は丸み
を持って広がる

載轄による撫で

箆磨き、黒色処理

０

　

０

A-1号溝址

第 300図 -22

不
　
　
獅

口径
残高 2.1
底径
底部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR7/3にぶい黄橙

0)10Y6/1灰

付高台
競輸成形

(外)

0)黒色処理
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器
　

種
法 量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-1号溝址

第 300図 -23

不

土師

口径
残高  2.4
底径  6.8
底部1/4

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR8/3浅黄橙

0)黒

付高台 輌颯成形 (外)

0)黒色処理

A-1号溝址

第 300図 -24

不
　
　
徳

口径 H.7
残高  4.0
底径
日侵部から底部一部

胎 ;細砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5Y5/1灰

0)7.5Y4/1灰

丸底より立ち上がり強い綾を
有し 回縁部は短く内傾する

０

　

０

輛輸による撫で

回転磨き

A-1号溝址

第 300図 -25

杯
　
　
箱

口径 14.2
残高 4.2
底径
曜勒強キ部

胎
焼
色

礫、細砂粒含む
朗
0)N5/1灰
0)N6/1灰

丸底より内弯し口縁部に至る ０

　

０

体部襲轍による撫で

体部崚軸による撫で

A-1号溝址

第 300図 -26

不
　
　
徳

口径
残高 3.4
底径
体部一部

胎

焼
色

細砂粒含む
餅
G)2.5YR6/1黄 灰
0)2.5YR6/1黄 灰

丸底より立ち上がり内弯する

回転磨き

A-1号溝址

第 300図 -27

不
　
　
徳

口径
残高  2.1
底径 10.8
底部1/4

胎

焼
色

微砂粒含む
良好
0)5PB4/1暗青灰
0)5PB5/1青灰

付高台の底部 輔軸成形 0)軸軸による撫で、底部
回転箆削り

0)輛轍による撫で

A-1号溝址

第 300図 -28

皿
　
　
獅

口径
残高
底径
1/4

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)黒

口縁部に最大径を持つ

付高台の底部

０

　

０

韓軸による撫で

黒色処理

A-1号溝址

第 300図 -29

高不

弥生

口径 13.8
残高  5.1
裾径
口縁部1/3

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

口縁部で僅かに内弯する (外 )

(内 )

外内面赤色塗彩

A-1号溝址

第 300図 -30

不
　
　

生

高
　
　

弥

口径

残高  3.7
裾径

接合部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
0)2.5YR5/8明 赤褐
(内 )5YR6/6橙

0)

0)
外内面赤色塗彩

A-1号溝址

第 300図 -31

不

　
　
生

音同
　
　

弥

回径

残高  3.7
裾径
接合部から体部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4にぶい橙

0)5YR7/2明 褐灰

0)

(内 )

外内面赤色塗彩

A-1号溝址

第 300図 -32

杯
　
　
生

音同
　
　
弥

口径
残高 17.3
裾径
脚部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/8黄橙

0)7.5YR7/8黄 橙

裾部で開く ０

　

０

A-1号溝址

第 300図 -33

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  6.0
裾径

脚部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

0)2.5YR5/8明 赤褐

0)横撫での後縦の磨き
(調整)

0)横撫で

A-1号溝址

第 300図 -34

不

　
　

生

高
　

　

弥

口径
残高 3.4
裾径 n.7
脚部1/3

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

裾部にかけて大きく開き外反
する

横撫で

A-1号溝址

第 300図 -35

甕
　
　
獅

口径 21.2
残高  7.0
底径
口縁部1/2

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR7/8橙

0)5YR7/6橙

張りのない胴部より外反して
回縁部に至る

０

　

０

回縁部横位の撫で

箆肖1り

A-1号溝址

第 300図 -36

甕

土師

口径 21.2
残高  4.3
底径
口縁部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明 赤褐

口縁部で外反する
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遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-1号溝址

第 300図 -37

甕
　
　
姓

口径 21.2
残高  8.6
底径
口縁部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/6褐

0)7.5YR4/6褐

口縁部は強く外反する 0)口縁部横撫で、胴部縦
位の箆削り

0)

A-1号溝址

第 300図 -38

甕
　
　
姓

口径 15.4
残高  8.6
底径
00から1部上位一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)7.5YR3/4暗褐 5/6明褐

0)7.5YR5/6明 褐

口縁部で大きく外反する ０

　

０

A-1号溝址

第 300図 -39

甕
　
　
姓

口径 20。 2

残高 7.5
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は外反する 0)縦位の刷毛調整の後波
状文を施す

0)

A-1号溝址

第 300図 -40

甕

弥生

口径 19.8
残高  6.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5Ⅶ 6/6橙

0)5YR6/6橙

口縁部は外反する 0)波状文を施す

0)

A-1号溝址

第 300図 -41

甕
　
　
姓

口径 14.3
残高  5。 7

底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR6/6橙

口縁部は外反する ０

　

０

波状文を施す

A-1号溝址

第 300図 -42

甕
　
　
姓

口径 15.6
残高  3.0
底径
口縁部1/4

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;餅
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

0)2.5YR7/4淡 赤橙

胴部より窄まった頸部より外
反して開き更に屈曲して外反

する日縁部に至る

0)胴部縦と横の刷毛目

0)横位の撫で

A-1号溝址

第 300図 -43

甕
　
　
鰤

口径

残高  8.1
底径
頸胴部一部

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む

朗
G)7.5YR7/3に ぶい橙
0)2.5YR6/6橙

粘土帯積み上げ 丸みのある

胴部より頸部で屈曲して外反
する

０

　

０

A-1号溝址

第 300図 -44

甕
　
　
姓

口径
残高  3.9
底径  7.0
底部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR2/1灰 白 5/4にぶい赤褐

0)5YR5/6明赤褐

平底 ０

　

０

A-1号溝址

第 300図 -45

甕

土師

口径

残高  3.8
底径  8.8
底部1/2

胎 ;粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR6/8橙

平底 ０

　

０

胴部縦の箆削り

胴部横の箆削り

A-1号溝址

第 300図 -46

甕
　
　
姓

口径
残高  1.8
底径  6.2
底部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

0)5YR6/8橙

平底 ０

　

０

A-1号溝址

第 300図 -47

甕
　
　
獅

口径

残高  4.1
底径  7.4
底部のみ

胎 ;租砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 :G)5YR5/8明赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

０

　

０

A-1号溝址

第 300図 -48

甕
　
　
鰤

口径
残高  3.2
底径  7.0
底部1/2

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :0)5YR5/4に熱嗜栂 3/2嚇褐

0)5YRl.7/1黒

平底 ０

　

０

A-1号溝址

第 300図 -49

甕
　
　
姓

口径
残高 2.5
底径 6.0
底部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/2灰褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

平底 ０

　

０

A-1号溝址

第 300図 -50

甕
　
　
姓

口径
残高  2.2
底径  7.4
底部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR3/1暗 赤灰

0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

0)

0)底部箆磨き
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遺構N0

図版NO

種
　

類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-1号溝址

第 300図 -51

甕
　
　
獅

口径
残高  2.1
底径  7.3
底部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

(内)5YR5/6明赤褐

平底より外反して立ち上がる ０

　

０

指頭による撫で

A-1号溝址

第 300図 -52

甕
　
　
徳

口径
残高  2.6
底径 11.6
底部1/4

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
0)10BG6/1青灰
0)10BG5/1青灰

0)底部箆削り、胴部軸軸
による撫で

0)競輌による撫で

A-1号溝址

第 300図 -53

甕
　
　
徳

口径
残高 10。 9

底径 17.4
底胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10BG6/1青灰

0)5PB5/1 青灰

平底から脚部は外反する ０

　

０

胴部斜位のタタキロ

横位の箆削り

A-1号溝址

第 300図 -54

士霊
　

　

　

獅

口径 16.1
残高 4.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/3に ぶい橙 4/2灰褐
0)7.5YR7/3に ぶい橙 4/2灰褐

口縁部で大きく外反する 0)口縁部横撫で工具によ
る磨き

0)横撫で

A-1号溝址

第 300図 -55

士菫　
　
徳

口径 21.4
残高  2.7
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5PB5/1青灰

0)5PB5/1青 灰

口縁部は外反する 輌轍成形 ０

　

０

輛軸による撫で

軸輯による撫で

A-1号溝址

第 300図 -56

士亜　
　
猫

口径
残高  6.5
底径
頸胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5B4/1暗 青灰

0)5B5/1青灰

頸部直線ぎみに立ち上がる ０

　

０

輌轄による撫で

軸輸による撫で

A-1号溝址

第 300図 -57

士璽　
　
猫

口径
残高 6.4
底径
胴部職から郎

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/1灰

0)5YR6/1灰

丸底より球形に近い胴部に移
行する

0)輛軸による撫で、底部
に窯印が刻まれている

0)鞭輻による撫で

A-1号溝址

第 300図 -58

椀
　
　
徳

口径 14.8
残高  7.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5PB6/1青灰

0)5PB6/1青灰

輯颯成形 0)撫で

(内 )

A-1号溝址

第 300図 -59

鉢

弥生

回径 20.0
残高 5.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)7.5YR3/6暗 赤

口縁部で短かく緩く屈曲して
立ち上がる

0)撫で

0)撫で
外内面赤色塗彩

A-1号溝址

第 300図 -60

甑
　
　
錮

口径 15.8
残高 10.0
底径
暉から胴部下位

胎

焼
色

礫、粗砂粒含む
良好
(外)5YR6/8 6/4:こ 』ドいお註
0)黒

胴部より緩やかに開いてその
まま口縁部に至る

0)口縁部横撫で

0)口縁部横撫で、胴部箆
削り  黒色処理

A-1号溝址

第 300図 -61

瓶
　
　
徳

口径
残高  7.0
底径

頸胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5B5/1青 灰

0)5B5/1青灰

頸部直線的に立ち上がる 輌
韓成形

０

　

０

A-1号溝址

第 300図 -62

み
　
　
師

孤

　
　
土

孤み径 3.1

残高 5.4
底径
孤み部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;●7・

色 ;0)5Y7/6橙

A-1号溝址

第 300図 -63

報
ね

口径  3.2
残高  2.6
底径  2.6
日樹から体部1/2

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/8橙

(内 )5YR6/8橙

A-1号溝址

第 300図 -64

屋蓋

さ

縦
横
厚

胎
焼
色

石英、雲母、細砂粒含む
朗
0)2.5YRl.7/1赤 黒
0)5YR5/6明 赤褐

瓦部は戦情状I具を引き下ろし瓶薇現する

軒先から1.7cmと 4.Ocmと

7.Ocmの 3術に継目が施される
軒裏は削り出しによ嘘細表現される

０

　

０
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遺構NO

図版NO

種
　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-1号溝址

第 300図 -65

口
　

　

師

羽
　
　
土

口径
残高 9.5
底径
?

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5Y8/2灰 白～6/1灰

(内 )5Y8/2灰 白～6/1灰

A-1号溝址

第 300図 -66

口
　

　

生

羽
　
　
弥

径
高
径

口
残
底

？

胎

焼
色

雲母、自色砂粒多量、粗砂粒含
良好
(外 )5YR6/4に 出ヽ 橙～10YR4/1褐 灰

0)5YR6/4に ぶい橙～10YR4/1褐灰

A-1号溝址

第 300図 -67

深鉢

縄文

口径 26.0
器高 24.2
底径
口縁から胴部

胎 ;雲母と粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

0)5YR5/8明 赤褐

口縁部に4単位の把手が付く
と思われる

沈線と降帯の文様構成

A-2号溝址

第 301図 -1

杯
　
　
獅

口径 14.9
残高  3.3
底径
口,から体1/4

胎 ;0.3の礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)2.5YR6/8橙

(内)2.5YR6/8橙

輔輔整形
内弯しながら立ち上がり口縁

部に至る

輔轄による撫で

鞭軸による撫で

A-2号溝址

第 301図 -2

士笠　
　
鋼

口径 19.8
残高 14.5
底径
口縁れ胴部

胎 ;0.3の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)7.5YR6/6橙

粘土帯積み上げ

球形に張った胴部より外反す
る日縁部に至る

G)口縁部横撫で、胴部箆
肖1り

0)横位の箆削り

A-2号溝址

第 301図 -3

一亜　
　
獅

口径 14.0
残高  4.1
底径
口縁部1/4

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR7/8橙～7/4にぶい橙

0)5YR7/8橙

口縁部は外反する
□唇部は面取りを施す

横撫での後縦の箆磨き

箆削りの後箆磨き

A-2号溝址

第 301図 -4

一笠
　

　

　

姓

口径

残高  3.6
底径  8.0
底部1/3

礫、粗砂粒含む
良好
(外) 2.5YR6/6お 邑
(内 )2.5YR5/6明 赤褐

胎
焼

色

平 底 (外 )

(内 )

外内面赤色塗彩

A-3号溝址

第 302図 -1

壼里　
　
姓

口径 14.0
残高  7.7
底径
口縁から頸部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )5YR6/6橙

張りのある胴部より屈曲して

外反する日縁部に至る
日唇部に面取りを施す

0)縦位の刷毛調整、箆磨
き T字文を施す

0)横位の箆削り
外内面赤色塗彩

B-401号

第 303図 -1

址溝

高杯

古墳

口径
残高  7.0
裾径
脚部一部

胎 :礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR7/6橙

脚部柱状を呈する ０

　

０

B-401号

第 303図 -2

址溝

高椰

弥生

口径
残高 3.7
裾径
接合部のみ

胎 ;礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

(1)

(内 )

不部内面赤色塗彩

B-401号

第 303図 -3

址溝
喪
　
　
姓

口径
残高  2.1
底径 14.6
底部1/3

礫、石英、粗砂粒含む

良好
(外 )5YR6/4に おヾい橙
(内 )5YR6/4に おミい有饉

胎
焼
色

平底 撫で

箆削り

０

　

０

B-401号

第 303図 -4

址溝
士〓　
　
姓

□径

残高  2.2
底径 12.0
底部1/2

胎 :礫、石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR7/6橙

平底 箆削り

撫で

B-401号
溝   址

第 303図 -5

士霊　
　
姓

口径
残高  2.4
底径  4.8
底部のみ

石英、粗砂粒含む
良好
0)5YR6/4に ぶい橙～4/1褐灰
(内 )5YR6/4:こ おヾい1登

胎
焼
色

上げ底気味の底部 (外 )

0)
外内面赤色塗彩

第 157表  溝址出土遺物観察表 (6)
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遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-1号配石

第 304図 -1

不
　
　
姓

口径  6.8
器高  3.2
底径  4.4
0から体1/3底一部

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む

焼 ;aF・
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR7/8黄 橙

平底より内弯気味に開く 横撫で

横撫で

A-1号配石

第 304図 -2

杯
　
　
姓

口径  7.8
器高  3.4
底径  5.0
日か強部1/6底部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )5YR6/6橙

平底より内弯気味に開く 横撫で

横撫で

A-1号配石

第 304図 -3

杯
　
　
姓

口径  5.8
器高  3.4
底径  4.4
口量から底部1/8

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)黒

平底より内弯して開く
体部上位に稜を持つ

横撫で

黒色処理

A-1号配石

第 304図 -4

杯
　
　
姓

口径 12.2
器高  3.7
底径  4.4
ロヨから底部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/8黄 橙

(内 )7.5YR7/6橙

平底より開く 横撫で

横撫で

第 158表  配石遺構出土遺物観察表 (1)

A-1号埋喪址

第 305図 -1

饗

　
　
生

埋
　

　

弥

口径 17.6
残高 13.4
底径
口縁1/6願部

胎

焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

良好
(外 )2.5YR5/8明 赤褐

(内 )5YR6/6橙

口縁部はやや内弯する ＞

す

　

＞

簾状文の後波状文を施
下から上へ施文する

撫で

第 159表  埋甕観察表

A-3号土抗

第 306図 -1

不
　
　
獅

径
高

径

４

回
器
底

ν

胎

焼
色

粗砂粒含む
良好
0)2.5YR7/8橙
(内)2.5YR7/3淡 赤橙

平底より丸みを持って開いて

小さく外反する日縁に至る
0)輌軸による撫で、底部

回転糸切り

(内 )

A-3号土抗

第 306図 -2

不
　
　
獅

口径 12.4
器高  4.0
底径  4.4
ほぼ完形

胎
焼
色

0.2の 礫、粗砂粒含む

朗
(外)7.5YR7/6橙
(内 )7.5YR7/6湘 饉

平底より丸みを持って立ち上
がり口縁部に至る

0)体部輔檀による撫で、
底部回転糸切り

0)体部韓軸による撫で

A-3号土抗

第 306図 -3

甕
　
　
獅

口径 22.8
残高  5.4
底径
口縁部一部

胎
焼

色

粗砂粒含む
良好
0)5YR7/31こ ぶい1登

(内 )5YR7/4に バミt可登

口縁部は外反する

A-3号土抗

第 306図 -4

甕
　
　
姓

口径 23.0
残高  6.5
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR2/1黒褐

(内 )5YR6/8橙

口縁部は折り返して波状文を
施す

A-5号土抗

第 307図 -1

甕
　
　
姓

口径 21.4
残高 10.4
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

良好
0)5YR5/4に ぶい赤褐
a)5YR5/6明 赤褐

口縁部は外反して開く 0)2連止めの簾状文と波
状文を施す

0)斜位の刷毛調整

A-5号土抗

第 307図 -2

甕
　
　
姓

回径
残高  2.5
底径 10.0
底部1/3

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/4にぶい黄橙

(内 )7.5YR6/4に おミいオ登

平底

A-5号土抗

第 307図 -3

甕
　
　
姓

口径

残高  1.7
底径 8.6
底部のみ

胎 ;石英、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :0)7.5YR6/4に ぶい橙

(内 )7.5YR6/4に ぶヾい橙

平底

第 160表 土坑出土遺物観察表 (1)
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遺構NO

図版NO

種
　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-5号土抗

第 307図 -4

甕
　
　
姓

径
高
径
部

口
残
底
底

胎
焼
色

石英、自色砂粒、粗砂粒含む

良好
(外 )7.5YR5/4に ぶい褐

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

平底

A-6号土抗

第 308図 -1

蓋
　
　
姓

狐み径18.0

残高 4.7
裾径 18.0
mみ部から裾部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

(内 )2.5YR5/8明 赤褐

孤み部から外反する裾部に至
る

０

　

０

A-6号土抗

第 308図 -2

甕
　
　
姓

口径
残高  5.5
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙 から3/1黒褐

(内 )7.5YR6/8橙

粘土帯積み上げ 簾状文の後波状文を施

撫で

＞

す

＞

Ｏ

　

①

A-11号土抗

第 309図 -1

蓋
　
　
確

孤み径
残高  3.2
裾径
孤み部のみ

胎

焼
色

粗砂粒含む

良好
(外)7.5YR7/1灰 白

(内 )7.5YR7/1灰 白

A-14号土抗

第 310図 -1

甕
　
　
徳

口径
残高 11.7
底径
胴部のみ

胎
焼
色

礫を含む

良好
(外 )2.5GY8/1明 緑灰
(内 )2.5GY8/1明 緑灰

たたき目を施す

横位の箆削り

A-15号土抗

第 311図 -1

士笠　
　
姓

口径
残高 14.0
底径

胴部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外 )2.5YR4/6赤 褐

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

0)横位の箆磨き

0)横位の箆削り
外面赤色塗彩

A-16号土抗

第 312図 -1

十璽　
　
姓

口径 12.7
残高  3.7
底径
口縁部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(1)7.5YR7/4に ぶい橙
(内 )2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は外反する 0)横撫で、箆磨き

0)
外面赤色塗彩

A-16号土抗

第 312図 -2

セ霊　
　
姓

口径 16.9
残高  3.0
底径
口縁部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
0)7.5YR7/41こ ぶヾい橙
(内 )7.5YR7/4:こ バミい1登

口縁部は外反する 0)横撫で、箆磨き

(内 )

外面赤色塗彩

B-401号 土抗

第 313図 -1

蓋
　
　
姓

孤み径
残高  5.6
裾径
孤み部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/3に ぶい赤褐

(内 )2.5YR4/3に ぶい赤褐

孤み部より外反して開いて裾
部に移行する

０

　

０

縦位の箆磨き

撫で

B‐402号土抗

第 314図 -1

饗
　
　
姓

口径 6.2
残高 4.4
底径
口縁から胴部

胎 ;粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内)5YR6/4におヾい1登

張りのある胴部より「 くの

字」状に外反する日縁部に至
る

0)撫で

(内 )

B-402号 土抗

第 314図 -2

甕
　
　
姓

口径

残高  4.6
底径
口縁部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む

良好
(外 )7.5YR6/4に ぶヾい橙
(内 )5YR7/3にぶい橙

口縁部は外反して先端で僅か
に内傾する

0)波状文を施す

0)横撫で、刷毛調整

B-403号土抗

第 315図 -1

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  5.9
裾径 12.8
裾部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む

良好
(外 )2.5YR3/6暗赤褐
(内 )2.・ 5YR5/6明 赤褐

3角形の透かしを有する 0)箆磨き

0)刷毛調整、撫で
外面赤色塗彩

B-403号 土抗

第 315図 -2

喪
　
　
姓

口径 23.4
残高 21.2
底径
口縁れ胴部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙 5YR3/2明赤褐

0)5YR6/6橙

張りのある胴部より外反する
日縁部に至る

0)3連止めの簾状文の後
波状文を施す

0)撫で

B-403号 土抗

第 315図 -3

十里　
　
姓

口径 15.4
器高 14.7
底径 5.6
口1/212/3二部

胎 ;礫、石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR5/6赤 褐

平底より立ち上がり胴部は肩
でやや張り外反する日縁部に

至る

0)2連止めの簾状文を施
す 箆磨き

(内 )藍翌書き
外内面赤色塗彩

第 161表  土坑出土遺物観察表 (2)
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遺構NO

図版NO

種
　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-403号 土抗

第 315図 -4

士里　
　
姓

口径
残高 10.7
底径  8.4
邸確から底部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

平底より立ち上がり緩やかに

開いて胴部に移行する

０

　

０

箆削りの後撫で

箆削りの後撫で

B-403号土抗

第 315図 -5

離

弥生

口径 18.6
器高 17.8
底径 6.0
日縁部から底部3/4

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/6赤

0)10R4/6赤  5YR6/4にぶい橙

平底より立ち上がり緩やかに

肩の張った胴部より外反して
日縁部に至る

0)箆削り嘘縦位の箆磨き
0)横位の箆削りの後横位
の箆磨き

外内面赤色塗彩

B-403号 土抗

第 315図 -6

鉢
　
　
姓

口径 14.5
残高  4.6
底径
口縁から体部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)10YR3/4暗赤
0)10YR3/4暗赤

丸みを持って開き口縁部で内
弯する

0)横位の箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

B-404号 土抗

第 316図 -1

甕
　
　
姓

口径

残高  2.3
底径
口縁部のみ

胎

焼
色

粗砂粒含む
良好
(外 )2.5YR4/2灰 赤
0)5YR2/2黒 褐

口縁部は外反する 波状文を施す０

　

０

B-405号 土抗

第 317図 -1

蓋
　
　
姓

孤み径 8.6

残高 10.3
裾径
孤み部1/2

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR3/6暗 赤

0)7.5YR3/6嚇

狐み部より外反して開く (外 )

0)横位の箆磨き

外内面赤色塗彩

B-405号 土抗

第 317図 -2

杯

　
　

生

音同
　

　

弥

口径
残高 11.4
裾径
杯部7/8

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色;0)5YR7/6橙

0)5YR8/4淡 橙

不部は直線的に開き口縁部は

外反する
0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-405号 土抗

第 317図 -3

不

　
　
生

一昌
　
　

弥

口径 18.6
残高  6.2
裾径
不部2/3

胎

焼
色

粗砂粒含む
良好
0)10R3/6暗赤
(内 ) 10R3/6鴫音ブト

体部は直線的に開き僅かに内
弯する日縁部に至る

0)横位の箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

B-405号 土抗

第 317図 -4

椰
　
　
生

一局
　
　

弥

口径

残高  8.6
裾径
脚部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10R3/6暗赤

0)5YR6/8橙

脚部ラッパ状を呈し裾部で大
きく開く 四面に三角形の透
かしを有する

0)箆磨き
0)
外面赤色塗彩
不部内面赤色塗彩

B-405号 土抗

第 317図 -5

甕
　
　
姓

口径 11.8
残高 10.6
底径
日縁から1部 1/3

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 )5YR6/4に ぶヾい橙

丸みのある胴部より外反する
日縁部に至る

簾状文の後波状文を施＞

す

＞

０

　

０

B-405号 土抗

第 317図 -6

甕
　
　
姓

口径

残高 10.5
底径  5.0
胴部部底部

胎 ;粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 :0)2.5YR5/8明 赤褐

(内 )5YR7/4に ぶヾい
'燈

平底より立ち上がる 波状文を施す

B-405号 土抗

第 317図 -7

甕
　
　
姓

日径
残高  6.6
底径  5。 8

底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

(内 )2.5YR6/8橙

平底より立ち上がる

箆削りの後箆磨き

B-405号 土抗

第 317図 -8

甕
　
　
姓

口径
残高  2.1
底径  6.4
底部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)5YR7/4にバミい1登

0)5YR7/4に ぶい橙

平底 箆削り

箆削り

B-405号 土抗

第 317図 -9

一亜　
　
姓

口径  9.6
器高 14.1
底径  5.0
ほぼ完形

胎 ;雲母、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底より緩やかに立ち上がり
口縁部は外反する

縦位の箆磨き

箆削り

０

　

０

B-405号 土抗

第 317図 -10

士亜　
　
姓

口径
残高  4.3
底径  9,8
底部1/3

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/8橙

(内 )2.5YR5/8明 赤褐

平底より立ち上がる

第 162表  土坑出土遺物観察表 (3)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A- 74号
ビ  ッ  ト

第 318図 -1

甕
　
　
姓

口径 16.4
残高  6.0
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8嚇掲2.5YR4/8締

(内 )7.5YR6/6橙

口縁部は外反する 0)波状文と簾状文を施す

0)撫で

A-126号
ビ  ッ  ト

第 318図 -2

喪
　
　
姓

口径 19.2
残高 10.8
底径
口縁部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)5YR6/6橙

丸みのある胴部より緩やかに

外反して回唇部で短く屈曲し

て立ち上がる

0)簾1大文と波状文を施す

0)撫での後箆磨き

AT127号
ピ  ッ  ト

第 318図 -3

十里　
　
獅

口径
残高  1.8
底径  6.0
底部のみ

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR8/3淡橙

(内)5YR8/4淡橙

平底 0)胴部箆磨き

0)底部箆磨き

A-130号
ピ  ッ  ト

第 318図 -4

喪
　
　
緻

口径
残高  2.5
底径 10.4
底部1/2

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/8橙

0)5YR6/8橙

上げ底気味の底部より立ち上

がる

0)

0)

A-265号
ピ  ッ  ト

第 318図 -5

蓋
　
　
箱

孤み径
残高  1.5
裾径 15.8
裾部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
0)N51灰
0)N41灰

裾部は稜を有して短く屈曲す
る

0)軸輸による撫で

0)軽軸による撫で

A-306号
ピ  ッ  ト

第 318図 -6

蓋
　
励
略

孤み径
残高  2.5
裾径
‖みからXjI部 一部

胎 :微砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10BG7/1明青灰

0)5PB6/1青灰

孤み部は偏平な擬宝珠状を呈
する

0)撫で

0)韓櫨による撫で

A-306号
ピ  ッ  ト

第 318図 -7

不
　
　
獅

口径 13.2
残高  3.5
底径
口縁部1/8

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR7/4に ぶミい1霊

0)黒

0)競軸による撫で

0)黒色処理

A-310号
ピ  ッ  ト

第 318図 -8

不
　
　
独

径
高
径

３

日
器
底
ν

0.3の 礫、雲母、粗砂粒含む
m7‐

0)5Y7/1灰 白 6/1灰
0)5Y8/1灰 白

胎
焼
色

平底より内弯しながら開く G)輔轄による撫で、底部
回転糸切り

0)輔軸による撫で

A-578号
ビ  ッ  ト

第 318図 -9

不
　
　
徳

径

高

径
２

回
器

底
ν

胎 ;礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10BG5/1青灰

0)10GY5/1緑灰

平底より緩やかに立ち上がり

外傾する日縁部に至る
0)崚輻による撫で

0)襲輸による撫で

A-623号
ピ  ッ  ト

第 318図 -10

不
　
　
獅

径
高
径
３

日
器
底
ν

胎 ;礫を含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶいい橙

(内 )5YR2/1/黒褐

付高台の底部から椰部は内弯
しながら開いて口縁部は僅か

に外反する

0)体部韓朝による撫で

0)体部襲軸による撫で、
箆磨き、暗文を施す、黒

色処理

第 163表  ピッ ト出土遺物観察表

A― グリット

遺 構  外

第 319図 -1

蓋
　
　
独

孤み径
器高  3.0
裾径 14.8
口臓から体部1/5

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5Y7/3浅 黄

(内 )2.5Y7/1灰白

裾部は直立する 0)輔轄による撫で

0)襲軸による撫で
外面灰釉

A― グリット
遺 構 外

第 319図 -2

蓋
　
　
姓

孤み径 5.3

器高  7.5
裾径 16.1
ほぼ完形

胎 ;礫、雲母、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好

色 :0)5YR5/8明赤褐 7.5YR4/3褐
(内)7.5YR4/4褐  2.5YR5/8明 赤褐

孤み部より内弯して開き外反
する裾部に至る

0)箆削りの後箆磨き

(内 )

外内面赤色塗彩

A― グリット
遺 構 外

第 319図 -3

不
　
　
獅

口径 14.0
器高 13.7
底径  4.3
ほぼ完形

胎 ;0.3の礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/6～ 6/8橙

(内 )7.5YR6/6橙

平底よりやや内弯気味に開き
口縁部は外反する

0)鞭轄による撫で

0)輔軸による撫で

第 164表  グ リット出土遺物観察表 (1)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A― グリット
N6-W19

第 319図 -4

不
　
　
猫

口径 16.0
器高  3.1
底径  8.0
日縁体螂底

胎 ;細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5Y7/1灰白

0)2.5Y7/1灰白

高台付きの底部より外反して
開き口縁部に至る

0)競帽による撫で

(内 )箆削り
内面灰釉

A― グリット
N 7-W15

第 319図 -5

不
　
　
猫

口径
残高  6.8
底径  6.8
体部一部底部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5Y6/1灰

0)5Y6/1灰

高台付きの底部より立ち上が
り内弯気味に開く胴部に移行
する

0)輯軸整形

(内 )

A― グリット
N 7-W15

第 319図 -6

椰
　
　
徳

径

高
径

３

口
器
底
ν

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5Y7/1灰 白

0)5Y7/1灰 白

高台付きの底部より内弯して
立ち上がり口縁部で短く外反
する

0)輔軸による撫で

0)韓軸による撫で
外内面灰釉

A― グリット
NH― W19

第 319図 -7

喪
　
　
姓

口径  9.6
器高  9.0
底径  5.0
ほぼ完形

0.5の 礫、石英、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR6/4に ぶい橙～黒
(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

丸底気味の平底より立ち上が

り丸みのある胴部より回縁部
で僅かに外反する

(外 )箆肖1り

0)横位の撫で 箆削り

A一 グリット
N16-W18

第 319図 -8

士霊　
　
姓

口径
残高 10.5
底径 4.4
体2/3底部

胎 ;0.の 礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

(内 )5YR3/3明赤褐

平底より張りのある胴部に移
行する

(外 )箆削り

0)撫で
外面赤色塗彩

A― グリット
N21-W21

第 319図 -9

増
　
　
徳

口径
残高  9.3
底径  6.2
体から底3/4

胎 ;0。 2の礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5Y5/1灰

0)N5/灰

平底より偏平の体部を経て屈
曲して直立気味の頸部に至る

0)日縁部波状文、体部婦1

毛調整、底部箆削り
0)輌颯による撫で

A一 グリット
N19-W27

第 319図 -10

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径

残高  3.8
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6にぶい赤褐

0)5YR6/6橙

(外 )

(内 )

A― グリット
N19-W27

第 319図 ―H

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高 12.4
底径

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/4にぶい赤褐

0)5YR5/8明 赤褐

文様 ;沈線と刺突文による文
様構成

(外 )

(内 )

A― グリット
N19-W27

第 319図 -12

群
　
　
紋

口径
残高 5.4
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

(外 )

(内 )

A― グリット
N3-W23

第 319図 -13

甕
　
　
徳

口径 61.0
残高 36.0
底径
口縁部2/3

胎 ;0.4の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR7/1灰 白

(内 )2.5YR7/1灰 白

口縁部「 くの字」状に外反す
る

0)横撫で、波状文

0)横撫で

A― グリット
SH― El

第 319図 -14

蓋
　
　
師

屋
　
　
土

厚さ 1.5

-部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR4/6明 赤褐

瓦部は欠損しているがその内側に隆帯が四角く巡っている
隆帯の断面形は方形を呈する 裏側は削りを施す

A― グリット
SH― El

第 319図 -15

蓋
　
　
師

屋
　
　
土

さ
　
　
部

厚

　

　

一

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR6/4に ぶミヽ 橙ヽ

0)7.5YR4/1褐 灰

瓦部は半栽竹管状具を引き下ろし丸瓦を表現する 軒先から
1.3cm～1.5cmの所に1ケ所継ぎ目を施す 隆帯により降棟を造
るが先端部が剥落している 棟の曲線は先のほうでカープを描い
て反り上がる 軒裏は削り出しによって垂木を表現する

A― グリット
SH― E l

第 319図 -16

蓋
　
　

師

屋
　
　

土

さ
　
　
部

厚

　

　

一

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好

色 ;0)5YR4/2灰褐
(内 )5YR6/6橙

瓦部は半栽竹管状工具を引き下ろし丸瓦を表現する
軒先は垂木を表現する

A― グリット
S ll― E l

第 319図 -17

蓋

　
　
師

屋

　
　
土

さ
　
　
部

厚

　

　

一

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/2灰褐

(内 )5YR6/6橙

瓦部は半栽竹管状工具を引き下ろし丸瓦を表現する
軒先から3 cmの 箇所に継ぎ目を施す 軒裏は削り出しにより垂木
を表現する

第 165表  グ リッ ト出土遺物観察表 (2)
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遺構NO

図版NO
榊
　
願

法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B― グリット
S23-E24

第 319図 -18

離
　
　
跛

径
高

径

３

日
器
底
ν

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)5YP5/8明赤褐

0)5YR5/4にぶい赤褐

沈線と隆帯による文様構成 ０

　

０

B― グリット
S14-E21

第 319図 -19

甕

弥生

口径  7.8
残高 24.2
底径 6.0
日12/3181/2

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

胴部はやや球状に張り回縁部
は「くの字」状に外反する

０

　

０

斜め刷毛調整

撫で

B― グリット
S19-E21

第 319図 -20

士里　
　
獅

口径 11.4
残高 16.0
底径
na田/4鵬刊

胎
焼

色

礫、粗砂粒含む
朗
G)5YR6/6橙
0)5YR7/4にぶい橙

口縁部は短く胴部は張りがあ
る

0)撫で

0)撫で

第 166表  グ リッ ト出土遺物観察表 (3)

図 版 番 号 器 種 遺 構 番 号 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 石 材 備 考

図版  1- 1
図版  1- 2
図版 1- 3
図版 1- 4
図版 1- 5
図版 1- 6

打製石鏃

打製石鏃

打製石鏃

打製石鏃

打製石鏃

打製石鏃

B-403号住居址

B-406号住居址

B-417号住居址

B-435号住居址

A-27号住居址

A-03号住居址

3.9

3.0

2.5

2.6

2.3

1.9

2.1

1.8

1.7

1.2

1.5

1,0

0.5

0.6

0.3

0.4

0.2

0.2

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

柱穴 よ り出土

図版 1- 7 尖頭器 ? A-04号住居址 黒曜石

図版 1- 8
図版 1- 9
図版  1-10

石匙

石匙

石匙

N6W6
A-31号住居址

遺構外

4.8

4.0

4.5

2.2

2.8

2.3

0.6

1.1

0.5

8

15

6

頁岩

頁岩

確質頁岩

破 損

図版 2-11
図版 2-12

スクレイパー

スクレイパー

A-1号 溝址

A-1号 溝址

5。 1

4.3

3.6

3.2

1.3

0。 9

31

15

磋質頁岩

チャート

図版 2-13
図版 2-14
図版 2-15

周刃石器

周刃石器

周刃石器

A-23号住居址

A-05号住居址

N13W25

8.1

9.8

8.4

4.4

8.5

6.6

1.4

2.4

1.7

56

156

104

確質泥岩

泥岩

磋質泥岩 破損、磨耗痕有り

図版 3-16
図版 3-17
図版 3-18
図版 3-19
図版 4-20
図版 4-21
図版 4-22
図版 4-23
図版 4-24
図版 5-25
図版 5-26
図版 5-27

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

遺構外

A-41号住居址

遺構外

B-403号住居址

A-05号住居址

N6W15
A-34号住居址

N2W15
A-05号住居址

A-03号住居址

遺構外

A-21号住居址

11.7

9.5

12.0

10。 7

10.2

12.2

11.8

10.3

10.2

11.2

9.8

9.3

6.2

6.3

5.3

6.5

6.1

6。 7

5。 6

4.2

2.8

4.0

5,3

4.2

2.2

2.3

2.7

1.1

1.5

2.2

3.2

1.9

1.2

2.0

2.0

1.5

169

196

212

99

155

229

287

104

71

120

93

64

泥岩

泥岩

泥岩

泥岩

泥岩

砂質泥岩

磋質泥岩

泥岩

泥岩

泥岩 0雨石)

泥岩

確質泥岩

使用痕

破損

使用痕

使用痕

使用痕

破損

第 167表  石器・ ガラス類等観察表 (1)
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図 版 番 号 器 種 遺 構 番 号 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 石 材 考備

図版 5-28
図版 5-29
図版 5-30
図版  6-31
図版 6-32
図版 6-33
図版 6-34
図版 6-35
図版 6-36
図版  6-37
図版 6-38
図版 7-39
図版 7-40
図版  7-41

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

A-1号 溝址

A-59号住居址

A-99号 ピット

A-1号 溝址

A-1号 溝址

遺構外

N2W21
N9W14
A-68号住居址

遺構外

A-30号住居址

A-21号住居址

N9W14
A-1号 溝址

8.9

8.3

8。 1

8.0

7.7

7.1

7.8

9.7

8.8

8.0

7.5

9.0

6。 2

5.1

3.5

4.3

4.5

4.5

4.0

3.7

3.9

3.7

4.8

5。 2

4.1

5.2

5.3

3.9

1.2

1.3

1。 3

1.2

1.8

1.2

1.0

1.0

2.2

1.0

0.8

1.4

1.1

1.1

56

55

56

61

66

35

37

45

89

40

37

84

49

31

泥岩

確質泥岩

磋質泥岩

砂質泥岩

磋質泥岩

泥岩

泥岩

泥質泥岩

泥岩

磋質泥岩

磋質頁岩

頁岩

泥岩

泥岩

使用痕

使用痕

使用痕

破損

破損

破損

図版 7-42
図版 7-43

磨製石斧

磨製石斧

A-63号住居址

SllEl
10.7

8.3

5.1

4.5

2.5

2.5

234

153

緑色擬灰岩

ひん岩

破損

破損 拓製

図版 8-44
図版 8-45
図版 8-46

磨製石鏃

磨製石鏃

磨製石鏃

N17W14
A-34号住居址

B-425号住居址

6.5

3.6

2.5

3.0

2.9

1.8

0.2

0.2

0.2

6

3

1

頁岩

頁岩

頁岩

両面か ら穿孔

破損 両面か ら穿孔

両面から穿孔

図版 8-47
図版 8-48
図版 9-49
図版 9-50
図版 9-51
図版 9-52
図版 9-53
図版 9-54

磨製石包丁

磨製石包丁

磨製石包丁

磨製石包丁

磨製石包丁

磨製石包丁

磨製石包丁

磨製石包丁

A-02号住居址

A-27号住居址

A-44号住居址

A-45号住居址

A-45号住居址

B-405号住居址

B-432号住居址

B-417号住居址

8.1

7.2

9.3

9.4

8.0

8.0

7.6

7.0

3.5

3.8

4.3

3,7

4.0

3.7

3.7

3.6

0.6

0.6

0.5

0.7

0,9

0.5

0.5

0.6

30

27

40

38

40

22

27

21

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

粘板岩

粘板岩

砂岩

直線刃、両面から穿孔、使用寝

直線刃、両面から穿孔、使用痕

直線刃半月形、片面から穿孔、使用痕

直線刃、両面から穿孔、使用痕

刃部ll外 弯ぎみ、片面から穿孔

刃部は外育し半月形、使用痕

直線刃で半月形、両面から穿孔、使用償

直線刃で片面から穿孔、使用償

図版 10-55
図版 10-56

磨製石斧

磨製石斧

A-1号 溝址

B-412号住居址

9.4

8.6

3.0

5.0

3.3

4.3

109

373

緑色擬灰岩

輝緑岩

破損 蛤刃

破損 蛤刃

図版 10-57 石箆状石器 A-30号住居址 砂 岩 磨 製

図版 11-58
図版 11-59
図版 11-60

紡錘車

紡錘車

紡錘車

A-62号住居址

B-405号住居址

B-432号住居址

5.0

4.9

5.0

一
　

一　

　

・

８

1.7

0.9

0.6

砂岩

粘板岩

砂岩 未製品 両面から穿孔

図版 11-61
図版 11-62
図版 11-63
図版 11-64

ガラス小玉

ガラスイヽ玉

ガラス小玉

ガラス小玉

B-406号住居址

B-422号住居址

遺構外

B-417号住居址

0.4

0.3

1.3

0,7

0.2

0.3

1.4

0.7

0.2

0.2

0.8

0.7

0.1

0.2

4

1

ガラス

ガラス

ガラス

ガラス 淡青色、欠損

淡青色

淡青色、欠損

濃紺色

図版 11-65 管 玉 B-406号住居址 チャー ト 両側から穿孔

第 168表  石器 。ガラス類等観察表 (2)
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追記 (出土遺物について)

検出した住居址107件のうち、72件が千曲川流域を中心に広がる箱清水式文化に包括される土

器を多量に出土 した。また、それにともない、東海系の土器を出土する遺構の存在を確認するこ

とができることから、本調査で検出されたこれらの住居址は、 3世紀末から4世紀初頭に当たる

ものと考えられる。

弥生時代の箱清水式土器のほとんどは典型的な後期後半の様相を呈するが、中でも特徴的なも

のについて記述 しておく。

0蓋 …孤み部から外反して開き、裾部に至る器形を呈する。天丼部に 1孔 または複数の孔を穿

つものがほとんどである。その他、丸みを帯びた偏平な天丼部から屈曲して外傾する裾部に至る

ものもある。この中には、裾部に二つ 1組の孔を穿つものもある。 (第 250図 1、 第291図 1)

・高不…不部が椀状を呈するもの。不部が椀状を呈 し、日縁部が鍔状に屈曲するもの。不部は

直線ぎみに開き、日縁部は緩 く外反するもの。不部の中位から上位に稜をもち、日縁部は外反す

るもの。日縁部に山形突起を施すものもある。脚部は接合部より緩やかに開き裾部に至 り、三角

形の透かしをもつものもある。いずれも赤色塗彩を施す。

・甕…胴部上位が張り、日縁部が長 く外反するものや、胴部の張りが強く、日縁部も強く外反

するもの。胴部中位が張り、日縁部が長 く外反するものや、胴部の張りが更に強いもの。日縁部

と胴部に波状文、頸部に簾状文が施され、簾状文は 1連止めから5連止めなどまであり、ほとん

どが簾状文を施 した後に波状文を施す。

・ 壺…胴部下位が外反するか直線的なもので、稜を経て緩やかに頸部に向かって窄まるものが

ほとんどである。 T字文は、 2本 1組の櫛描直線文が縦に切っている。一方、弥生時代終末から

4世紀初頭に特徴的な、胴部上位が球形に張るものもあり、これらの中には、赤色塗彩を施され

ないものがある。 (第 296図 17,18)

0深鉢…胴部中～上位に張 りをもち、強く外反 して口縁部に至り、赤色塗彩を施されるものが

多くを占める。これらの中には、日縁部に二つ 1組 の孔を穿つものや、または頸部に簾状文を施

すものや、その他台付きのものもある。その他、波状文と簾状文を施 した甕の内面に、赤色塗彩

を施すものもある。

・ 鉢…体部が内弯気味に開き、赤塗を施すものがほとんどである。その中には大型と小型のも

のがあり、また、口縁部に二つ 1組の孔を穿つものや片回のものがある。その他、体部が直線的

に開き、屈曲して内傾する口縁部に至るものがあり、これは、口縁部に波状文の文様帯を持つ。

(第 219図 148)。

4世紀初頭の住居址はB-434号住居址で、 B地区の南端に検出され、水田造成時に攪乱を受け

ている。北と南の壁近 くの床は部分的に高まりをもち、奥の主柱穴間に炉を有する。この遺構か

らは S字状口縁台付甕の破片が 2点 出土 (第 296図 9,H)し ている。この時期特有の胴部上位が

球形に張った壺が 2点出土 (第 296図 17,18)し 、いずれも赤色塗彩は施されていない。また、北

陸系の甕 (第 296図 5)も 出土 している。

また、B-430号住居址からもS字状口縁台付甕
｀
(第 292図 5,7)、 パ レススタイルの壺 (第292

図16)の ほか、東海系の高不 (第 292図 2)、 北陸系の甕 (第 292図 14)を 出土 し、これも4世紀

初頭の可能性も考えられる。
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そのほか、東海系の土器がみられる住居址は、A-28号 、B-410号住居址で、これらの住居址か

らは S字状口縁台付甕 (第 221図 5)、 パ レススタイルの壺 (第 221図 10,第 274図 27)が 出土 し

ている。そのうち、B-410号 の壺は伊那地方の特徴を持つ。その他、 S字状□縁台付甕はB-406

号の覆土 (第 270図 47)、 A-1号溝址 (第300図42)か らも出土 している。

石器類は縄文時代のものでは打製石鏃 (図版 1-1～ 6)、 スクレイパー (図版2-H,12)、 石匙 (図

版 1-8～ 10)、 周刃石器 (図版2-13～ 15)、 打製石斧 (図版3-16～ 19、 4-20～ 24、 5-25～ 30、 6-31～ 38、 7-40

041)、 磨製石斧 (図版7-42,43)な どが出土 した。そのうち、石鏃は図版 1-1は縄文時代早期のも

ので、その他は縄文時代前期の石鏃である。弥生時代の石器としては磨製石斧 (図版10-55,56)、

磨製石鏃 (図版8-44～ 46)、 磨製石包丁が出土 した。磨製石斧は蛤刃である。磨製石鏃はA-34号

(図 版8-45)、 B-425号住居址 (図版8-46)か ら出土 したほか、包含層 (図版8-44)か らも出土

している。

磨製石包丁はA-2号 (図 版8-47)、 A-27号 (図版8-48)、 A-44号 (図版9-49)、 A-45号 (図版

9-50,51)、 B-405号 (図版9-4,52)、 B-417号 (図版9-54)、 及びB-432号 (図版9-53)か ら出

土 した。全て 1孔 である。B-405号住居址の石包丁は刃部は外弯 しているが、その他は直線か、

内弯気味である。

装飾品は土製勾玉、ガラス小玉、及び管玉が出土 している。土製勾玉はA-26号 (第 219図 167)、

A-34号 (第 226図 12)、 A-46号 (第 237図 7)、 B-403号 (第 267図 67)、 及びB-420号 (第284

図51)住居址から出土 している。ガラス小玉はB-406号 (図版 11-61)、 B-417号 (図版 11-64)、

B-422号 (図版11-62)住 居址及び包含層 (図 版11-63)か ら出土 し、B-417号住居址の玉は濃紺色

で、それ以外は淡青色である。B-406号、B-422号 の玉は細かいビーズで、包含層の玉は、欠損

しているが直径 14111111ほ どの球形を呈すると思われる。管玉はB-406号住居址 (図 版11-65)か ら出

土 した。

紡錘車には土製と石製の紡錘車がある。土製にはA-30号 (第 222図 15)、 B-402号 (第 266図

12・ )、 B-403号 (第 267図 68)、 B-410号 (第 274図 43,4)、 B-435号 (第 297図 44)か ら、石

製はA-62号 (図版H-58)、 B-405号 (図版H-59)、 B-432号 (図版H-60)住居址から出土 した。

これらの紡錘車の重さは、土製の紡錘車のほとんどは欠けているが、推定 して平均45gで 、石製

の紡錘車は平均28gで ある。撚り糸の太さ、繊維の材質によって使い別けていたかもしれない。

特筆すべきは本調査で瓦塔が出土 したことである。県内に於いて上田地方は瓦塔の出土例は多

く、唐臼遺跡、信濃国分寺遺跡、堰ノロ遺跡についで 4例 目である。瓦塔は 2地点に出土 し、一

つは、A-1号溝址の堆積土から (第 300図 64)、 他の 4点 (第319図 14～ 17)は 、 A地区の南端の

包含層か らほぼまとまって出土 した。この 2地点から出土 した瓦塔は別の個体とみられる。県埋

文センターの出河裕典氏の教示によれば、これらは高崎光司氏の関東における編年の三期以降

(9世紀以降)の 特徴を持つ。

以上、大雑把ではあるが、この遺跡に特徴的な遺物についてのみ言及 した。ともかく当遺跡は

弥生時代後期後半から4世紀初頭の浦野川流域の歴史を語るときに欠 くことのできない遺跡とし

て、また、令制東山道筋に多 く出土するといわれる瓦塔の出土により、今後の歴史研究に多 くの

資料を提示できたものと思われる。
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A-1号住居址

南東から

A-2号住居址

南東から

A-3号住居址

南西から



A-4号住居址

南西から

A-5号住居址

南東から

A-6号住居址

南西から
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A-7号住居址

南東から

A-8号住居址

南西から

A-9号住居址

南東から

-449 -



A-10号住居址

南東から

A-11号住居址

南西から

A-12号 住居址

南西から
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A-13号住居址

南西から

A-14号住居址

南東から

A-14号住居址
カマド

南東から
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A-15号住居址
南東から

A-16号住居址

南西から

A-16号 住居址
カマ ド

南西から
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A-17号住居址

南西から

A-17号 住居址

カマ ド

南西から

A-17号住居址

貯蔵穴

南西から

―- 453 -―



A-18号住居址

南西から

A-18号住居址
カマド

南西から

A-19号住居址

南西から
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A-20号住居址

南西から

A-21号住居址

南西から

A-22・ 43号住居址

南東から
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A-23号 住居址

北西から

A-23号 住居址

カマ ド

北西から

A-24号 住居址

南から
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A-26号住居址

南西から

A-26号 住居址

遺物出土状態

北西から

A-27号住居址

南東から
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r‐爆

A-27号住居址

カマド

南東から

A-28号住居址

南東から

A-30号住居址

南東から



A-31号住居址

南から

A-32・ 33号住居址

南東から

A-34号住居址

南東から
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A-36号住居址

南東から

A-37号住居址

南西から

A-37号 住居址

カマ ド

南西から
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A-37号住居址

貯蔵穴

南西から

A-38号住居址

南西から

A-39・ 40号住居址

南東から
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A-40039号住居址

南西から

A-20・ 41042
48049号住居址

南東から

A-20041・ 42
48049号住居址

南西から

―- 462 -―



A-41号住居址

北東から

A-43手議据 址

南東から

A-43号住居址

炉
南東から
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A-44号住居址

南東から

A-44号住居址

炉

南東から

A-45号住居址

炉
南東から
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ぼり:」I

A-45号住居址

炉

南東から

A-46号住居址
北東から

A-47号住居址
南東から
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A-50号住居址

南東から

A-51号住居址

南東から

A-51号 住居址

カマ ド

南東から

-466-



A-52号住居址

南西から

A-52号 住居址

カマ ド

南西から

A-53号住居址

南西から

―- 467 -―



A-54号住居址

南西から

A-55号住居址

南西から

A-55号 住居址

炉

南西から



A-56号住居址

南東から

A-56号住居址

炉

南東から

A-57号住居址

南東から
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A-58号 住居址

南西から

A-58号 住居址

炉

南西から

A-59号住居址

南東から
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A-60号住居址

南東から

A-60号住居址

炉
南東から

A-61号住居址

南東から
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A-61号住居址

南東から

A-62号住居址

南西から

A-63号住居址

南西から
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A-64号住居址

南西から

A-64号住居址

炉

南西から

A-65号住居址

南西から
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A-66号住居址

北東から

A-67号住居址

南西から

A-68号住居址

南東から



A-68号住居址

南東から

A-69号住居址

南西から

A-70号住居址
南東から
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A-71号住居址

南東から

A-72号住居址

北西から

A-73号住居址

南東から



B-401号住居址

南から

B-401号住居址

炉

南から

B-402号住居址

南西から
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B-403号住居址

南東から

B-403号住居址

炉
南東から

B-404号住居址

南西から
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B-405号住居址

南西から

B-405号住居址

炉

南西から

B-405号住居址

遺物出土状態
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B-406号住居址

南東から

B-407号住居址

南西から

B-407号住居址

炉

南西から



B-408号住居址

南から

B-408号住居址

炉

南から

B-409号住居址

南東から
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B-410号住居址

南西から

B-411号住居址

南東から

B-411号住居址

炉

南東から
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B-412号住居址

南東から

B-412号住居址

遺物出土状態

B-413号住居址

南西から
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B-414号住居址

南西から

B-415号住居址

南西から

B-416号住居址

南西から
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ば̈
ヽ
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B-417号住居址

南東から

B-417号住居址

遺物出土状態

南東から

B-417号住居址

遺物出土状態
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B-418号住居址

南西から

B-419号住居址

南東から

B-419号住居址

カマ ド

南東から
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B-420号住居址

南西から

B-421号住居址

南西から

B-422・ 423号住居址

南西から
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B-422・ 423号住居址

南西から

B-424号イ主居址
南東から

B-425号住居址

南西から
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B-426号 住居址

南西から

B-427号 住居址

南西から

B-428号住居址

南西から
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B-429・ 431号住居址

北西から

B-430号住居址

北西から

B-430号住居址

北西から
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B-432号 住居址

南東から

B-433号住居址

南西から

B-434号住居址
南西から
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B-435号住居址

南西から

B-435号住居址

南西から

B-436号イ主居址

南西から



A-1号
掘立柱建物址

南東から

A-2号
掘立柱建物址

南東から

A-3号
掘立柱建物址

南東から
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A-4号
掘立柱建物址

南西から

A-1・ 2・ 4号
掘立柱建物址

南東から

A-5号
掘立柱建物址

南東から
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A-6号
掘立柱建物址

南東から

A-7号
掘立柱建物址

南東から

A-8号
掘立柱建物址

南東から
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A-1号土坑

南西から

A-2号土坑
Jヒから

A-3号 土坑

南西から
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A-4号土坑
Jヒから

A-5号土坑

南西から

A-6号土坑

南西から
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A-7号土坑

南西から

A-8号土坑

南西から

A-9号土坑

南西から
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A-10号土坑

南から

A-11号土坑

南から

A-12号 土坑

南西から
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A-13号土坑

南西から

A-14号土坑

南西から

A-15号 土坑

南から
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A-16号土坑

東から

A-17号土坑

南西から

A― 周溝状遺構
Jヒから



B-401号土坑

南から

B-402号土坑

南東から

B-403号 土坑

南か ら
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信濃国分寺資料館

考古学教室

B-404号 土坑

北東から

B―-4051手■i克

北西から

(左)平成 3年度

調査参加者

(右)平成 4年度
調査参加者
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A-3号
住居 l■

2

猜
址
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Ａ
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号

址

４

４
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Ａ

-504-



号

址

２

７

居
一
住

Ａ

3

A-5号
住居址

1
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Alと
量

1



鍔
址

Ａ一‐鶴
‐３

A-16号
住居址

1

A-14号
住居址

1

A-16号
住居址

2

A-14号
住居址

2

A-16号
住居址

5
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A-16号
住居址

8

A-18号
住居址

3

A-16号
住居址

13

A-19号
住居址

3

A-18号
住居址

1

A-19号
住居址

1

A-18号
住居址
5

A-20号
住居址

1



‐‐

‥
ィヽ

静

‐ ‐‐

A-21号
住居址
6

A-21号
住居址

8

A-22号
住居址

1

A-21号
住居址

9

A-23号
住居址

1

A-21号
住居址

18

A-23号
住居址

2

A-22号
住居址

2

A-23号
住居址

4

- 509 -―



A-23号
住居址

8

A-23号
住居址

16

A-23号
住居址

9

A-23号
住居址

21

A-23号
住居址

A-23号
住居址

24

A-23号
住居址

11

A-23号
住居 llL

25

A-23号
住居址

12

A-23号
住居址

28

A-23号
住居址
13

A-23号
住居址

29



A-24号
住居址

2

A-26号
住居址

44

A-24号
住居址

4

A-26号
住居址

46

A-24号
住居址
7
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A-26号
住居址

59

A-26号
住居址
51

A-26号
住居址

60

A-26号
住居址

55

A-26号
住居址

61
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A-26号
住居址

75

A-26号
住居址

64

A-26号
住居址

76

A-26号
住居址
65

A-26号
住居址

84
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A-26号
住居址

86
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A-26号
住居址

110

A-26号
住居址

120

A-26号
住居址

112

A-26号
住居址

148

A-26号
住居址

167

A-26号
住居址

157

A-26号
住居 llL

l14

A-26号
住居址

158

A-26号
住居址

117

A-26号
住居址

165

A-26号
住居 l■

118
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A-27号
住居址

1

A-27号
住居址

7

A-27号
住居址

2

A-27号
住居址

8

A-27号
住居址

5

A-27号
住居址

3

A-27号
住居址

6

A-27号
住居址

12

A-27号
住居址

9

A-27号
住居址

10

A-27号
住居址
4

A-27号
住居址

11



A-28号
住居址

3

A-28号
住居址

10

A-27号
住居址

13

A-28号
住居址

9

A-27号
住居址

22

A-28号
住居址

1

A-30号
住居址

4

A-28号
住居址

2

A-30号
住居址

2
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A-30号
住居址
5

A-31号
住居址

6

A-30号
住居址
14

A-31号
住居址

8

A-31号
住居址
7

A-31号
住居址

15

A-31号
住居址
5

A-31号
住居址

16

A-32号
住居址

5

-518-



A-34号
住居址

12

A-36号
住居址

3

A-36号
住居址
14

A-37号
住居址

5

A-36号
住居址

4

A-37号
住居址

1

-519-



A-40号
住居址

1

A-41号
住居址

9

A-40号
住居址

3

A-43号
住居 l■

1

A-41号
住居址

1

A-43号
住居址

2

A-41号
住居址

2

A-43号
住居址

3

A-41号
住居址
3



A-44号
住居址

9

A-43号
住居址

10

A-45号
住居址

2

A-43号
住居址

5

A-45号
住居址

6

A-44号
住居址

1

A-45号
住居址

8

A-44号
住居址
7

A-46号
住居址

7
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A-49号
住居址

5

A-49号
住居址

9

A-49号
住居址

6

A-49号
住居址

7

A-49号
住居址

11

A-49号
住居址

10



A-51号
住居址

1

A-51号
住居址

3

A-56号
住居址

5

A-51号
住居址

7

A-56号
住居 l■

6

A-52号
住居址

7
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A-62号
住居址

3

A-64号
住居址

10

A-64号
住居址

5

A-64号
住居址

12

A-64号
住居址

9

A-64号
住居址

14
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A-66号
住居址

3

A-72号
住居址

2

A-67号
住居址

1

A-72号
住居址

3

B-401号
住居址

2

A-69号
住居址

1

B-401号
住居址

4

A-70号
住居址

1

B-401号
住居址

5

A-72号
住居址

1

B-401号
住居址

8
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B-403号
住居址

34

B-402号
住居址

12

B-403号
住居址

39

B-403号
住居址

1

B-403号
住居址

51

B-403号
住居址

22

B-403号
住居址

55

B-403号
住居址

31

B-403号
住居址

57

B-403号
住居址

33



B-403号
住居址

68

B-405号
住居址

9

B-404号
住居址

4

B-405号
住居址

3

B-405号
住居址

19

B-405号
住居址

6

B-405号
住居址

25

B-405号
住居址

13

B-406号
住居址

1



●
=|‐

,:|=|1濃臨 | B-406号
住居址

6

B-406号
住居址

14

B-406号
住居址

8

B-406号
住居址

18

B-406号
住居址

10

B-406号
:‐

住居址

19



B-406号
住居址

55

B-406号
住居址

53

B-406号
住居址

59

B-406号
住居址

54



B-407号
住居址

2

B-407号
住居址

17

B-407号
住居址

6

B-407号
住居址

9

B-407号
住居址

10

B-408号
住居址

5

B-407号
住居址

16

B-409号
住居址

22
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B-410号
住居址

1

B-410号
住居址

13

B-410号
住居址

9

B-410号
住居址

27

B-410号
住居址

28

B-410号
住居址

10

B-410号
住居址

33

B-410号
住居址

11

B-410号
住居l■

34
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B-410号
住居址

35

B-412号
住居址

4

B-410号
住居址

16

B-412号
住居址

5

B-410号
住居址

38

B-412号
住居址

10

B-410号
住居址

43・ 44

B-414号
住居址

3

B-412号
住居址

3

B-414号
住居址

10



・
，
′ノ

檻

B-414号
住居址

13

B-417号
住居址

3

B-414号
住居址

14

B-417号
住居址

4

B-415号
住居址

13

B-417号
住居址

5

B-415号
住居址

4

B-417号
住居址

6

B-415号
住居址

5

B-417号
住居址

7

B-417号
住居址

1

B-417号
住居址

10
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B-417号
住居址

11

B-417号
住居址

12

B-417号
住居址

20

B-417号
住居址

13

B-417号
住居址

14

B-417号
住居址

21

B-417号
住居址

19
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B-417号
住居址

23

B-419号
住居址

4

B-418号
住居址

15

B-419号
住居址

9

B-419号
住居址

1

B-419号
住居址

6

B-419号
住居址

2

B-419号
住居址

3

B-419号
住居址

10
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B-420号
住居址

6

B-420号
住居址

13

B-420号
住居址

9

B-420号
住居址

19

B-420号
住居址

14

B-420号
住居址

12



１

１

、

B-420号
住居址

20

B-420号
住居 l■

24

B-420号
住居址

37

B-420号
住居址

34

B-420号
住居址

33

B-420号
住居址

46

B-420号
住居址
35

B-420号
住居址

48

B-420号
住居址

51
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B-422号
住居址

3

B-422号
住居址

4

B-426号
住居址

9

B-422号
住居址

13

B-426号
住居址

18

B-422号
住居址

14

B-425号
住居址

16

B-428号
住居址

7
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B-429号
住居址

10

B-429号
住居址

1

B-430号
住居址

17

B-429号
住居址

5

B-431号
住居l■

1
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B-433号
住居址

3

B-433号
住居址

7

B-434号
住居址

3

B-433号
住居址

22

B-433号
住居址

23

B-434号
住居址

17

B-434号
住居址

16

B-434号
住居址

18

B-434号
住居址

22

`_



IIItt l己 五∵
号

6

B-435号
住居址

13

B-435号
住居址

11

B-435号
住居址

14

B-435号
住居址

12

―- 541 -



B-435号
住居址

16

B-435号
住居址

17

B-435号
住居址

19

B-435号
住居址

29

B-435号
住居址

32

B-435号
住居址

33

B-435号
住居址

43
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A-1号溝址

SllElグ リッ トSllElク リッ ト
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